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欧
州
防
衛
共
同
罷
を
設
立
す
ろ
允
め
の
條
約

中

村

洗

試
謬
に
當
つ
て

　
第
二
次
世
界
験
箏
後
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
國
際
状
勢
は
、
正
に
＜
㎡
一
一
寅

鴨
9
言
露
一
ぎ
Φ
旨
碧
謎
「
警
戒
は
自
由
の
代
贋
で
あ
る
。
」
と
い
う
標
語
に
填

か
れ
た
緊
張
の
蓮
績
を
物
語
つ
て
い
る
。
國
際
的
緊
張
の
中
に
北
大
西
洋
條
約

が
成
立
し
、
ま
た
ド
イ
ッ
と
の
奉
邸
契
約
の
成
立
に
俘
つ
て
西
厭
防
衛
を
ド
イ

ツ
を
含
め
て
彊
化
し
よ
う
と
す
る
西
隊
諸
國
の
動
き
は
、
こ
こ
に
厭
姐
防
衛
共

同
騰
條
約
と
呼
ば
れ
る
ぼ
う
大
な
條
約
を
一
九
五
二
年
五
月
二
十
七
日
に
成
立

せ
し
め
た
。
こ
の
條
約
は
、
本
來
防
衛
的
要
求
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、

國
際
法
的
に
見
て
も
重
要
な
意
昧
を
有
し
て
い
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
こ
の
條

約
が
、
そ
の
冒
頭
に
超
國
家
酌
性
格
．
．
S
蚕
9
酵
①
鶏
鷲
讐
響
凶
9
箪
、
、
と
い

う
用
語
を
用
い
、
軍
事
、
財
政
、
経
濟
等
の
諸
分
野
に
お
い
て
、
締
約
國
の
共

同
騰
へ
の
灌
能
の
委
譲
を
共
通
に
承
認
す
る
と
い
う
劃
期
的
な
特
徴
を
示
し
、

更
に
こ
の
計
寳
は
激
州
を
統
一
す
る
聯
邦
叉
は
國
家
連
合
制
確
立
へ
の
一
階
程

と
し
て
の
意
昧
を
具
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
よ
う
な
新
ら
し
い
見
地
に

立
脚
す
る
も
の
だ
け
に
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
y
ス
に
お
い
て
こ
の
批
准
に
強
力
な

麟
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

反
封
が
起
り
、
ま
た
遙
か
極
東
の
わ
が
國
の
新
聞
に
も
日
毎
に
扱
わ
れ
て
い

る
．
、
既
に
署
名
後
一
年
を
輕
過
し
た
こ
の
條
約
が
、
効
力
を
襲
生
ず
る
か
否
か

は
未
知
で
あ
る
。
し
か
し
締
約
國
の
一
つ
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
は
、
積
極
的
に
憲

法
を
改
正
し
て
こ
の
條
約
の
護
効
に
そ
な
え
、
ま
た
敵
州
聯
邦
憲
法
草
案
の
討

議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
た
と
え
こ
の
條
約
が
批
准
さ
れ
ざ
る

條
約
と
し
て
死
滅
し
た
と
し
て
も
、
國
際
祉
會
の
地
域
的
組
織
化
へ
の
一
つ
の

道
程
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
條
約
に
關
し
て
、
鐸
者
は
さ
き
に
國
際
法
外
交
薙
誌
（
五
二
巻
第
一
・

二
合
併
號
）
に
N
A
T
O
に
直
接
關
係
す
る
條
項
に
限
つ
て
抄
謬
を
試
み
た
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
基
本
條
約
の
全
文
を
原
文
か
ら
邦
謬
す
る
こ
と
と

し
た
。
謬
出
に
當
つ
て
は
、
前
同
國
際
法
外
交
雑
誌
に
擦
録
し
た
も
の
も
改
謬

し
た
。
正
文
の
出
所
は
、
在
ド
イ
ッ
日
本
大
使
館
、
公
信
第
二
一
號
附
厨
と

し
て
外
務
省
に
逡
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
旧
お
ロな
器
g
β
α
冒
騰
3
ヨ
即
註
o
b
餌
目
什

山
霞
一
ざ
目
山
霧
奉
魅
R
§
晩
獲
行
の
く
需
霞
9
。
騎
窪
雪
島
Φ
O
噌
9
幽
ε
西

α
①
雇
国
蝿
8
b
魑
謎
o
げ
Φ
冨
＜
0
辞
O
一
象
槻
藁
β
磯
の
鹸
Φ
ヨ
Φ
貯
零
げ
薗
津
の
フ
ラ
ソ
ス
語

の
正
文
で
あ
る
。

三
三

（
五
〇
一
）



欧
州
防
衛
共
同
騰
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

歓
州
防
衛
共
同
艦
を

設
立
す
る
た
め
の
條
約

（
一
九
五
二
年
五
月
二
十
七
目
パ
リ
で
署
名
）

　
ド
イ
ッ
聯
邦
共
和
國
大
統
領
、
ベ
ル
ギ
i
國
皇
帝
陛
下
、
フ
ラ
ソ
ス
共
和
國

大
統
領
、
イ
タ
リ
ー
共
和
國
大
統
領
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
國
大
公
殿
下
、
オ
ラ

ソ
ダ
國
皇
帝
陛
下
は
、

　
他
の
自
由
な
諸
國
民
と
共
同
し
、
國
際
蓮
合
憲
章
の
精
碑
に
從
い
、
同
檬
な

目
的
を
持
つ
て
い
る
諸
機
構
と
密
接
に
連
繋
し
、
殊
に
す
べ
て
の
侵
略
に
封
す

る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
李
和
の
維
持
に
貢
献
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
、

　
超
國
家
的
ヨ
ー
・
ッ
パ
機
構
の
中
に
集
め
ら
れ
た
彼
ら
の
防
衛
軍
が
、
軍
事

的
要
求
と
爾
立
し
う
る
程
度
で
で
き
る
限
り
、
そ
の
入
員
及
び
資
材
を
完
全
に

統
合
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
必
要
な
迅
速
さ
と
有
効
さ
を
以
て
、
こ
の
目
標
に
到

蓮
す
る
最
も
愛
當
な
手
段
で
お
る
こ
と
を
考
慮
し
、

　
こ
の
統
合
が
、
殊
に
共
同
の
豫
算
と
共
同
の
軍
備
計
畳
の
確
立
に
よ
つ
て
、

諸
國
の
資
源
を
最
も
合
理
的
な
且
つ
最
も
輕
濟
的
な
利
用
に
導
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
信
し
、

　
同
時
に
批
會
的
進
歩
を
阻
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
彼
ら
の
防
衛
力
の
襲
展
を

確
保
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
五
〇
二
）

　
彼
ら
の
國
民
の
共
通
の
遣
産
で
あ
る
精
紳
的
並
び
に
道
徳
的
贋
嬉
を
安
全
に

す
る
こ
と
を
希
望
し
、
且
つ
締
約
國
聞
に
匿
別
な
く
組
織
さ
れ
た
共
同
の
軍
隊

は
、
國
家
的
愛
國
心
が
そ
の
力
を
失
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
却
つ
て
彊
固
な
も

の
で
あ
り
、
且
つ
よ
り
廣
い
枠
に
お
い
て
調
和
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
意

見
が
一
致
し
た
、

　
同
時
に
、
統
一
ヨ
ー
・
ッ
。
ハ
の
形
成
へ
の
途
へ
新
た
な
る
且
つ
基
本
的
段
階

を
劃
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、

　
厭
州
防
衡
共
同
騰
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
且
つ
こ
の
目
的
の
た
め
に

以
下
の
全
灌
委
員
を
任
命
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
共
和
國
大
統
領

　
　
　
　
　
　
　
　
総
理
、
外
務
大
臣
　
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ギ
ー
國
皇
帝
陛
下

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
ポ
｝
ル
・
ヴ
ア
ン
・
ゼ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
フ
テ
ン
ス
共
和
國
大
統
領

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
ロ
ペ
ー
ル
・
シ
ュ
r
マ
ン

　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ー
共
和
國
大
統
領

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
デ
・
ガ
ス
ペ
リ

　
　
　
　
　
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
國
大
公
殿
下

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
ベ
ッ
シ
ユ

　
　
　
　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
國
皇
帝
陛
下

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
ス
テ
ィ
功
ー

　
彼
ら
は
そ
の
全
権
を
交
換
し
、
且
つ
そ
れ
が
善
良
に
し
て
妥
當
な
形
式
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
後
、
以
下
の
條
款
を
合
意
し
た
。



第
一
章
基
本
規
定

第
｝
節
厭
州
防
衛
共
同
膣

　
　
　
　
　
第
閑
條

　
こ
の
条
約
に
よ
り
締
約
國
は
、
共
同
の
機
闘
、
共
同
の
軍
隊
及
び
共
同
の
財

政
か
ら
な
る
、
超
國
家
的
性
格
を
有
す
る
激
州
防
衛
共
同
膿
を
組
織
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
條

　
1
　
共
同
騰
は
、
專
ら
防
衛
を
目
的
と
す
る
。

　
2
　
そ
の
た
め
、
こ
の
條
約
に
示
さ
れ
た
條
件
の
も
と
に
、
共
同
艦
は
北
大

西
洋
條
約
の
枠
内
で
西
鰍
防
衛
に
關
與
し
、
且
つ
締
約
國
の
防
衛
軍
の
統
合
を

行
い
及
び
そ
の
資
源
を
合
理
酌
且
つ
経
濟
酌
に
利
用
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
締

約
國
の
安
全
を
一
切
の
攻
撃
か
ら
保
障
す
る
。

　
3
　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
け
る
締
約
國
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
封
し
、
又
は
厭
州

防
衛
軍
に
封
し
て
行
わ
れ
る
い
か
な
る
武
力
攻
撃
も
、
全
締
約
國
に
封
す
る
攻

撃
と
み
な
さ
れ
る
。

　
締
約
國
及
び
歓
州
防
衛
軍
は
、
か
よ
う
に
攻
撃
さ
れ
た
締
約
國
叉
は
軍
除
に

封
し
て
、
で
き
る
限
り
の
手
段
を
以
て
一
切
の
軍
事
的
及
び
他
の
援
助
と
助
力

を
與
え
る
。

　
　
　
　
　
第
三
條

　
1
　
共
同
膣
は
、
負
推
を
最
も
少
な
く
し
且
つ
最
も
大
な
る
効
果
を
齎
ら
す

方
法
を
利
用
す
る
。
土
ハ
同
睦
は
、
そ
の
職
務
の
途
行
の
た
め
必
要
な
範
園
で
干

與
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
公
の
自
由
並
び
に
基
本
的
灌
利

を
奪
重
す
る
。
共
同
騰
は
締
約
國
の
固
有
の
利
釜
が
、
そ
の
基
本
的
利
釜
と
矛

敏
州
防
衛
共
同
盤
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

贋
し
な
い
す
べ
て
の
範
園
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
2
　
共
同
騰
に
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
、

纏
約
國
は
後
記
第
八
七
條
及
び
第
九
四
條
の
規
定
に
從
つ
て
決
定
さ
れ
、
必
要

と
さ
れ
た
分
澹
額
を
そ
の
庭
分
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
條

　
共
同
艦
は
、
自
由
な
諸
國
民
と
並
び
に
そ
の
目
的
が
共
同
膣
の
そ
れ
と
同
檬

な
す
べ
て
の
機
關
と
共
同
し
て
行
動
す
る
。

　
　
　
　
　
第
五
條

　
共
同
膣
は
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
と
緊
密
に
協
同
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
條

　
こ
の
條
約
は
、
締
約
國
聞
の
い
か
な
る
差
別
的
取
扱
い
を
包
含
す
る
も
の
で

は
な
い
。

　
　
　
　
　
第
七
條

　
共
同
鶴
は
、
法
人
格
を
有
す
る
。

　
國
際
關
係
に
お
い
て
、
共
同
騰
は
そ
の
職
務
の
行
使
並
び
に
そ
の
目
的
達
成

の
た
め
必
要
な
灌
利
能
力
及
び
行
爲
能
力
を
享
有
す
る
。

　
締
約
國
の
各
々
に
お
い
て
、
共
同
騰
は
、
こ
の
國
家
の
法
入
に
與
え
ら
れ
て

い
る
最
も
廣
い
灌
利
能
力
及
び
行
爲
能
力
を
享
有
す
る
。
共
同
騰
は
、
殊
に
不

動
産
並
び
に
動
産
を
取
得
し
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
訴
訟
能
力
を
享
有

す
る
。

　
共
同
膣
は
、
そ
の
賦
與
さ
れ
た
灌
能
の
枠
内
で
各
々
そ
の
機
關
に
よ
つ
て
代

表
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
八
條

三
五

（
五
〇
三
）



歓
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
1
　
共
同
鶴
の
機
關
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
閣
僚
會
議
　
　
　
以
下
會
議
と
構
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
絡
會
　
　
　
以
下
縛
會
と
構
す
。

　
　
　
　
　
　
共
同
騰
総
本
部
　
以
下
総
本
部
と
構
す
。

　
　
　
　
　
　
裁
判
所
　
　
　
　
以
下
裁
判
所
と
構
す
。

　
2
　
後
記
第
一
二
六
條
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
の
條
約
に
よ
つ

て
確
立
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
機
關
の
組
織
は
、
後
記
第
三
八
條
に
規
定
さ
れ
た
聯

邦
叉
は
國
家
蓮
合
制
の
確
立
か
ら
生
ず
る
新
ら
し
い
組
織
に
よ
つ
て
お
き
か
え

ら
れ
る
ま
で
有
効
に
存
綾
す
る
。

第
二
節
　
激
州
防
衛
軍

　
　
　
　
　
第
九
條

　
共
同
騰
の
武
装
軍
ー
i
以
下
「
厭
州
防
衛
軍
」
と
呼
ぶ
ー
は
、
こ
の
條
約

に
規
定
さ
れ
た
條
件
の
も
と
に
、
締
約
國
に
よ
つ
て
そ
の
統
合
の
た
め
に
共
同

騰
の
配
備
に
お
か
れ
た
分
遣
隊
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
い
か
な
る
締
約
國
も
、
後
記
第
一
〇
條
に
規
定
さ
れ
た
以
外
に
國
家
武
装
軍

を
徴
募
し
ま
た
維
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
網
O
條

　
1
　
締
約
國
は
、
締
約
國
が
防
衛
の
責
任
を
負
捲
す
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
。
ハ
に
あ
ら

ざ
る
地
域
で
の
使
用
に
充
て
る
た
め
國
家
武
装
軍
を
、
ま
た
同
檬
に
そ
の
本
國

に
駐
留
し
且
つ
こ
の
軍
隊
の
維
持
並
び
に
交
代
の
實
施
に
必
要
な
部
隊
を
、
徴

募
し
且
つ
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
締
約
國
は
、
ま
た
ベ
ル
リ
ン
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
叉
は
國
際
蓮
合
の

決
定
に
も
と
づ
き
締
約
國
が
負
推
す
る
國
際
酌
使
命
に
鷹
じ
た
國
饗
武
装
軍

三
六
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を
、
同
様
に
徴
募
し
且
・
つ
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
使
命
が
終
了
し
た

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
部
隊
は
解
潰
さ
れ
又
は
共
同
膣
の
配
備
に
お
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
部
除
の
交
代
は
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
の

同
意
に
よ
り
、
關
係
締
約
國
か
ら
創
設
さ
れ
た
分
遣
除
を
構
成
し
且
つ
鰍
州
防

衛
軍
に
所
驕
し
て
い
る
軍
位
部
除
と
の
交
替
に
よ
つ
て
實
施
さ
れ
る
。

　
3
　
各
締
約
國
に
お
い
て
國
家
元
首
の
個
人
的
守
備
を
確
保
す
る
た
め
に
充

て
ら
れ
た
基
本
部
除
は
、
國
家
的
な
も
の
と
し
て
と
ど
め
ら
れ
る
。

　
4
　
締
約
國
は
、
國
家
海
軍
を
一
方
で
は
締
約
國
が
本
條
第
一
項
に
規
定
さ

れ
た
防
衡
の
責
任
を
負
捲
す
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
あ
ら
ざ
る
領
域
の
守
護
の
た

め
、
及
び
こ
れ
ら
の
領
域
と
の
並
び
に
そ
の
聞
の
交
通
の
保
護
の
た
め
、
且
つ

他
方
で
は
本
條
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
國
際
的
使
命
を
帯
び
る
結
果
と
し
て
、

ま
た
同
檬
に
こ
の
條
約
が
効
力
を
護
生
す
る
以
前
に
北
大
西
洋
條
約
の
枠
内
で

締
結
さ
れ
た
取
極
の
結
果
と
し
て
、
締
約
國
に
生
じ
た
義
務
を
履
行
す
る
た
め

に
配
備
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
5
　
本
條
に
規
定
さ
れ
た
國
家
武
装
軍
の
総
兵
力
は
、
補
充
輩
位
部
隊
を
含

み
締
約
國
政
府
聞
の
合
意
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
厭
州
防
衛
軍
の
各
締
約
國
の

分
捲
を
危
う
く
ず
る
程
度
に
擾
大
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
締
約
國
は
、
厭
州
防
衛
軍
の
減
少
を
結
果
と
し
て
生
ず
る
こ
と
な
く
、
締
約

國
が
厭
州
助
衛
軍
の
配
備
に
お
い
た
分
遣
隊
と
、
そ
れ
に
所
馬
し
な
い
軍
隊
と

の
間
に
兵
負
の
個
別
的
交
替
を
行
う
灌
限
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
條

　
國
内
的
秩
序
の
維
持
を
專
ら
澹
嘗
す
る
憲
兵
及
び
親
衛
除
は
、
締
約
國
内
に

お
い
て
徴
募
さ
れ
且
つ
維
持
ざ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
軍
除
の
國
家
的
性
格
は
、
こ
の
條
約
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
も
の



で
は
な
い
。

　
締
約
國
の
領
域
の
中
に
存
在
す
る
當
該
部
豫
の
量
と
質
は
彼
ら
の
職
務
の
限

度
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
剛
二
條

　
ー
　
ヨ
ー
・
ヅ
パ
に
お
け
る
締
約
國
の
領
域
に
お
い
て
動
箆
又
は
動
飢
の
脅

威
の
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
事
態
に
蜀
庭
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、

厭
州
防
衛
軍
に
こ
の
國
に
よ
つ
て
供
給
さ
れ
た
分
遣
除
の
部
分
は
、
右
國
家
の

要
講
に
よ
り
且
つ
閣
僚
會
議
は
通
告
さ
れ
、
且
つ
総
本
部
に
よ
つ
て
そ
の
配
備

に
お
か
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
軍
位
部
除
が
使
用
さ
れ
る
條
件
は
、
要
請
し
た
締
約
國
の
領
域
に

お
け
る
現
行
法
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
2
　
直
接
的
な
援
助
を
必
要
と
す
逐
災
害
又
は
緊
急
状
態
の
存
在
す
る
場
合

に
は
、
厭
州
防
衛
軍
の
軍
位
部
隊
は
、
そ
の
國
籍
に
か
か
わ
ら
ず
有
利
に
な
る

よ
う
に
、
そ
の
協
力
を
與
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
＝
昌
條

　
締
約
國
が
防
衛
の
責
任
を
負
捲
し
て
い
る
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
あ
ら
ざ
る
地
域
に

影
響
す
る
重
大
な
危
機
に
際
し
て
、
こ
の
危
機
に
野
庭
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
と
し
て
、
こ
の
國
に
よ
つ
て
激
州
防
衛
軍
に
供
給
さ
れ
た
分
遣
隊
の
部
分

は
、
右
國
家
の
要
請
並
び
に
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
の

同
意
に
よ
り
、
総
本
部
に
よ
つ
て
そ
の
配
備
に
お
か
れ
、
閣
僚
會
議
は
通
告
さ

れ
る
。
か
よ
う
に
分
離
さ
れ
た
分
遣
除
は
、
そ
の
使
用
が
危
機
に
野
庭
す
る
た

め
に
も
は
や
必
要
で
な
い
以
上
は
、
前
の
配
備
に
も
ど
さ
れ
る
時
ま
で
に
共
同

謹
へ
の
所
馬
を
中
止
す
る
。

　
前
記
の
分
遣
隊
の
露
退
に
關
す
る
軍
事
、
脛
濟
及
び
財
政
上
の
矛
盾
は
、
い

　
　
　
　
歓
州
防
衛
土
ハ
同
豊
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

ず
れ
の
場
合
も
、
闇
僚
會
議
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
に
よ
り
、
総
本
部
に
よ

つ
て
調
査
さ
れ
且
つ
調
整
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
剛
四
條

　
第
一
二
〇
條
第
一
項
に
規
定
き
れ
た
領
域
外
で
途
行
さ
れ
る
國
際
的
使
命

が
、
一
締
約
國
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
務
を
果
す
た
め
必
要

な
も
の
と
し
て
、
こ
の
國
に
よ
つ
て
歓
州
防
衛
軍
に
供
給
さ
れ
た
分
遣
隊
の
部

分
は
、
右
國
家
の
要
請
並
び
に
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官

の
同
意
に
よ
り
、
三
分
の
二
以
上
の
多
敷
に
よ
る
閣
瞭
會
議
の
同
意
に
も
と
づ

き
総
本
部
に
よ
り
そ
の
配
備
に
お
か
れ
る
。
か
よ
う
に
分
離
さ
れ
た
分
遣
隊

は
、
そ
の
使
用
が
前
記
の
使
命
を
果
す
た
め
も
は
や
必
要
と
し
な
い
以
上
は
、

前
の
配
備
に
も
ど
さ
れ
る
時
ま
で
に
共
同
膣
へ
の
所
属
を
中
止
す
る
。

　
同
檬
な
場
合
に
つ
い
て
前
記
第
一
三
條
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
陶
五
條

　
1
　
敵
州
防
衛
軍
は
、
徴
兵
に
よ
る
徴
募
的
兵
員
と
自
由
意
思
に
よ
り
長
期

に
亙
り
勤
務
す
る
職
業
的
兵
員
と
か
ら
組
織
さ
れ
る
。

　
2
　
欧
州
防
衛
軍
は
、
後
記
第
六
八
條
、
第
六
九
條
及
び
第
七
〇
條
の
組
織

規
定
に
從
つ
て
統
合
さ
れ
る
。

　
激
州
防
徳
軍
は
、
興
通
の
制
服
を
着
用
す
る
。

　
隊
州
防
衛
軍
は
、
軍
事
議
定
書
に
規
定
さ
れ
た
方
式
に
從
つ
て
組
織
さ
れ

る
。
こ
の
組
織
は
全
會
一
致
の
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
修
正
さ
れ
る
。

　
3
　
輩
位
部
除
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
分
遣
隊
は
、
政
府
間
の
取

極
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
組
織
計
書
に
從
つ
て
締
約
國
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
。
こ

の
計
書
は
後
記
第
四
四
條
に
規
定
さ
れ
た
條
件
で
修
正
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
八
條

三
七
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殴
州
防
衛
共
同
腔
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
外
敵
に
よ
つ
て
挑
獲
さ
れ
叉
は
ひ
き
起
さ
れ
た
軍
事
的
目
的
を
有
す
る
す
べ

て
の
性
質
の
攻
撃
に
封
す
る
締
約
國
の
領
域
の
封
内
的
防
衛
は
、
各
締
約
國
の

た
め
に
そ
の
領
域
の
防
衛
の
職
務
で
特
別
な
も
の
と
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
的
地

位
に
あ
る
同
種
の
部
隊
に
よ
り
確
保
さ
れ
、
且
つ
後
記
第
一
八
條
に
規
定
さ
れ

た
當
局
が
そ
の
使
用
を
所
轄
す
る
。

　
　
　
　
　
第
口
七
條

　
民
聞
の
保
護
は
、
各
締
約
國
に
よ
つ
て
確
保
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
聞
八
條

　
1
　
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
は
、
本
條
第
三
項
に
規

定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
厭
州
防
衛
軍
が
充
分
な
仕
方
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

組
織
し
、
装
備
し
、
訓
練
し
且
つ
準
備
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
灌
利
を
有
す

る
。

　
厭
州
防
衛
軍
の
使
用
が
準
備
さ
れ
る
と
直
ち
に
、
同
檬
の
場
合
を
除
き
、
欧

州
防
衛
軍
は
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
の
配
備
の
も
と

に
お
か
れ
、
最
高
司
令
官
は
激
州
防
衛
軍
に
そ
の
灌
限
に
も
と
づ
き
掌
握
す
る

権
能
と
責
任
を
行
使
し
、
且
つ
特
に
軍
除
の
連
接
並
び
に
展
開
に
つ
い
て
の
要

求
を
共
同
膣
に
提
出
す
る
。
要
求
に
懸
ず
る
計
書
は
、
後
記
第
七
七
條
に
規
定

す
る
所
に
從
つ
て
實
施
さ
れ
る
。

　
激
州
防
衛
軍
は
、
そ
の
機
關
の
軍
事
的
灌
能
の
枠
内
で
北
大
西
洋
條
約
機
樽

に
麗
す
る
機
關
か
ら
技
術
的
指
示
を
受
け
る
。

　
2
　
職
時
に
お
い
て
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
は
、

前
項
に
規
定
さ
れ
た
軍
隊
に
封
し
て
そ
の
灌
限
を
賦
興
さ
れ
た
最
高
司
令
官
の

完
全
な
灌
能
と
責
任
と
を
行
使
す
る
。

　
3
　
封
内
防
衛
並
び
に
締
約
國
の
領
域
に
隣
接
す
る
海
洋
の
保
護
の
た
め
厭

三
八
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州
防
衛
軍
の
軍
位
部
除
が
供
さ
れ
る
場
合
は
、
指
揮
及
び
使
用
を
行
う
當
局
の

決
定
は
、
北
大
西
洋
條
約
の
枠
内
で
締
結
さ
れ
た
協
定
に
よ
り
若
し
く
は
北
大

西
洋
條
約
機
構
と
共
同
隆
の
取
極
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
4
　
北
大
西
洋
條
約
が
、
本
條
約
以
前
に
失
効
す
る
場
合
に
は
、
締
約
國
は

締
約
國
間
の
合
意
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
當
局
に
歓
州
防
衛
軍
の
指
揮
及
び
使
用

を
委
囑
す
る
か
を
決
定
す
る
義
務
が
あ
る
。

第
二
章

第
一
節

土
ハ
同
膿
の
機
關

総
　
本
部

　
　
　
　
　
第
閑
九
條

　
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
い
総
本
部
に
割
り
當
て
ら
れ
た
用
務
を
果
す
た
め

に
、
且
つ
こ
の
條
約
に
規
定
さ
れ
た
條
件
の
も
と
に
、
総
本
部
は
行
動
並
び
に

管
理
の
灌
能
を
賦
興
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
一
九
條
　
乙

　
　
総
本
部
は
、
そ
の
構
成
員
の
任
命
と
同
時
に
職
務
を
開
始
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
〇
條

　
1
　
総
本
部
は
、
六
年
の
任
期
に
よ
り
任
命
さ
れ
且
つ
そ
の
一
般
的
権
能
に

懸
じ
て
選
任
さ
れ
た
九
人
の
構
成
員
で
組
織
さ
れ
る
。

　
締
約
國
の
國
民
の
み
が
総
本
部
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
本
部

の
樽
成
員
は
、
同
一
の
國
家
の
國
籍
を
持
つ
二
人
以
上
の
構
成
員
を
含
ん
で
は

な
ら
な
い
。

　
満
期
樽
成
員
は
、
再
任
命
を
妨
げ
な
い
。

　
総
本
部
の
溝
成
員
の
藪
は
、
全
會
一
致
に
よ
る
閣
僚
會
議
の
決
定
に
よ
り
減



員
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
絡
本
部
の
構
成
員
は
、
彼
ら
の
義
務
を
途
行
す
る
に
つ
い
て
い
か
な
る

政
府
か
ら
も
張
要
さ
れ
ま
た
指
示
を
受
け
る
こ
と
も
な
い
。
構
成
員
は
、
そ
の

職
務
の
超
國
家
的
性
格
と
矛
盾
す
る
す
べ
て
の
行
爲
を
慣
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
各
締
約
國
は
、
こ
の
超
國
家
的
性
格
を
奪
重
し
、
且
つ
彼
ら
の
用
務
の
實
施

に
つ
い
て
総
本
部
の
構
成
員
に
影
響
を
與
え
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

　
縛
本
部
の
構
成
員
は
、
彼
ら
の
職
務
期
間
に
い
か
な
る
他
の
職
業
的
活
動
を

行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

　
當
該
職
務
の
終
止
後
三
年
間
は
、
総
本
部
の
い
か
な
る
前
の
構
成
員
も
、
構

威
員
叉
は
閣
僚
會
議
が
提
訴
す
る
裁
到
所
が
、
こ
の
職
務
と
密
接
に
關
係
す
る

と
い
う
理
由
に
よ
り
職
務
か
ら
生
ず
る
義
務
と
矛
盾
す
る
と
到
籔
し
う
る
い
か

な
る
職
業
的
活
動
を
も
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
を
犯
す
場
含
に
は
、

裁
到
所
は
關
係
人
の
恩
給
罐
の
喪
失
を
判
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
『
＝
條

　
1
　
総
本
部
の
穣
成
員
は
、
締
約
國
政
府
の
合
意
に
よ
つ
て
任
命
さ
れ
る
。

　
2
　
こ
の
條
約
の
効
力
襲
生
に
俘
な
う
第
一
同
目
に
任
命
さ
れ
る
構
成
員

は
、
彼
ら
の
任
命
の
日
か
ら
三
年
間
職
務
を
績
行
す
る
。

　
こ
の
第
一
同
目
の
期
聞
内
に
、
後
記
第
二
二
條
に
規
定
さ
れ
た
理
由
の
一
に

よ
り
敏
員
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
の
敏
員
は
本
條
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て

補
充
さ
れ
る
。

　
同
檬
な
手
綾
は
、
後
記
第
三
六
條
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
必

要
と
さ
れ
る
通
常
改
選
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　
3
　
三
年
の
最
初
の
期
間
の
瀧
了
に
お
い
て
、
通
常
改
選
が
行
わ
れ
る
。

歓
州
防
衛
共
同
燈
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
4
　
そ
の
後
は
、
総
本
部
の
構
成
員
の
部
分
的
改
選
が
二
年
毎
に
三
分
の
一

ず
つ
行
わ
れ
る
。

　
本
條
第
三
項
に
規
定
さ
れ
た
通
常
改
選
の
後
、
直
ち
に
改
選
は
最
初
の
期
聞

及
び
第
二
の
期
間
の
終
了
に
お
い
て
夫
々
委
任
が
瀾
了
と
な
つ
た
構
成
員
を
任

命
す
る
た
め
に
任
命
の
抽
籔
に
よ
り
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。

　
5
　
総
本
部
の
講
成
員
が
、
第
三
六
條
第
二
項
の
適
用
に
よ
つ
て
、
彼
ら
の

職
務
を
購
す
る
場
合
に
は
、
本
條
の
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
第
ニ
ニ
條

　
通
常
改
選
と
は
別
に
、
総
本
部
の
構
成
員
の
職
務
は
、
死
亡
、
辮
職
、
叉
は

罷
菟
に
よ
つ
て
個
別
的
に
絡
了
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
死
亡
、
鮮
職
又
は
罷
冤
さ
れ
た
構
成
員
は
、
任
期
の
残
つ
て
い
る
委
任
の
纏

綾
の
た
め
に
、
前
記
第
一
二
條
の
規
定
す
る
條
件
に
從
つ
て
交
代
さ
れ
る
。
若

し
こ
の
委
任
の
残
つ
て
い
る
期
間
が
三
月
以
内
で
あ
る
場
合
に
は
交
代
を
行
う

必
要
は
な
い
。

　
　
　
　
　
第
…
二
條

　
総
本
部
の
す
べ
て
の
構
成
員
は
、
そ
の
職
務
の
行
使
に
必
要
な
條
件
を
果
す

に
至
ら
ず
、
叉
は
重
大
な
過
失
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
閣
籐
會
議
若
し
く
は
総

本
部
の
要
講
に
も
と
づ
き
裁
判
所
に
よ
つ
て
職
務
の
罷
菟
を
宣
告
さ
れ
る
。

　
同
檬
な
場
合
に
、
全
會
一
致
に
よ
る
閣
僚
會
議
は
、
一
時
的
権
原
に
も
と
づ

き
そ
の
職
務
を
停
止
せ
し
め
且
つ
裁
判
所
が
宣
告
す
る
時
ま
で
に
そ
の
交
代
を

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
二
四
條

　
1
　
総
本
部
の
議
決
は
、
出
席
し
た
構
成
員
の
多
歎
を
必
要
と
す
る
。
議
決

三
九

（
五
〇
七
）



　
　
　
　
欧
州
防
衛
共
同
膿
を
設
立
す
る
た
め
④
條
約

投
票
が
同
敷
で
あ
る
場
合
に
は
議
長
は
裁
決
権
を
有
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
い
か
な
る
議
決
も
四
賛
成
投
票
以
下
で
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
2
　
内
部
規
則
は
、
定
足
敷
を
決
定
す
る
。
定
足
敷
は
少
く
と
も
五
と
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
3
　
若
し
閣
僚
會
議
が
第
二
〇
條
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
條
件
に
よ
つ
て
総

本
部
の
構
成
員
の
数
を
減
少
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
な
ら
ば
、
同
檬
な
條
件
の

も
と
に
前
二
項
に
規
定
さ
れ
た
敷
を
適
當
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
二
五
條

　
1
　
締
約
國
政
府
は
、
合
意
に
よ
り
そ
の
溝
成
員
の
中
か
ら
総
本
部
の
議
長

を
任
命
す
る
。

　
議
長
の
任
期
は
四
年
と
す
る
。
議
長
は
再
任
命
を
妨
げ
な
い
。
議
長
の
任
期

は
、
総
本
部
の
構
成
員
の
そ
れ
と
同
檬
な
條
件
で
終
了
す
る
。

　
2
　
議
長
は
、
総
本
部
の
樽
成
員
と
し
て
の
資
格
の
瀦
了
を
原
因
と
し
て
、

議
長
と
し
て
の
任
期
の
短
縮
を
結
果
す
る
よ
う
な
任
命
の
抽
籔
に
よ
る
す
べ
て

の
作
用
か
ら
除
か
れ
る
。

　
議
長
が
既
に
総
本
部
の
職
に
あ
る
溝
成
員
の
中
で
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
総
本
部
の
構
成
員
と
し
て
の
彼
の
任
期
は
、
議
長
の
任
期
の
満
了
ま
で
延

長
さ
れ
る
。

　
3
　
通
常
改
選
の
場
合
を
除
き
、
指
名
は
総
本
部
の
構
成
員
の
協
議
の
後
に

行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
五
條
　
乙

　
　
第
一
同
目
の
た
め
に
、
議
長
の
任
期
は
三
年
の
後
に
終
了
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
六
條

　
1
　
総
本
部
は
、
一
般
的
な
組
織
に
關
す
る
規
則
を
定
め
る
。
殊
に
こ
れ
は

四
〇

（
五
〇
八
）

次
の
こ
と
を
決
定
す
る
。

　
　
a
　
團
膣
責
任
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
、
総
本
部
に
よ
つ
て
集
合
的
に
と

ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
種
類
の
決
定
並
び
に
彼
ら
の
各
自
の
灌
能
に
從
つ
て
個
別
的

に
と
ら
れ
た
総
本
部
の
構
成
員
に
委
託
さ
れ
た
種
類
の
決
定
。

　
　
b
　
安
定
し
た
構
成
の
必
要
を
考
慮
し
た
、
総
本
部
の
職
務
の
分
配
、
同

、
時
に
脛
験
が
必
要
な
も
の
と
な
し
た
修
正
を
可
能
と
せ
し
め
る
職
務
の
分
配
。

こ
の
分
配
は
、
総
本
部
の
構
成
員
の
歎
に
拘
束
を
う
け
て
そ
れ
と
一
致
す
る
も

の
で
は
な
い
。

　
2
　
こ
の
規
則
の
枠
内
で
、

　
　
a
　
総
本
部
は
、
そ
の
樽
成
員
の
各
々
の
灌
限
を
決
定
す
る
。

　
　
b
　
議
長
は
、

　
　
　
　
　
　
こ
の
権
限
の
行
使
を
整
合
す
る
。

　
　
　
　
　
　
議
決
の
實
施
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
役
務
の
管
理
の
義
務
を
負
う
。

　
後
記
第
一
二
三
條
に
規
定
さ
れ
た
條
件
之
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
一
時
的

に
特
別
な
灌
能
を
賦
與
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
七
條

　
そ
の
権
能
の
行
使
の
た
め
、
総
本
部
は
決
定
を
な
し
勧
告
を
興
え
且
つ
意
見

を
襲
す
る
。

　
決
定
は
、
綴
本
部
の
す
べ
て
の
部
分
を
拘
束
す
る
。

　
勧
告
は
、
彼
ら
が
表
示
す
る
目
的
に
關
し
て
拘
束
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

目
的
に
達
す
る
た
め
適
當
な
手
段
の
選
澤
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
封
し
て
は
、
手

段
は
自
由
で
あ
る
。

　
意
見
は
拘
束
し
な
い
。



　
纏
本
部
が
決
定
を
行
う
権
能
を
與
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
総
本
部
は
勧

告
を
與
え
る
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
二
八
條

　
す
べ
て
の
決
定
及
び
萄
告
、
総
本
部
の
す
べ
て
の
意
見
は
、
閣
瞭
會
議
に
よ

つ
て
定
め
ら
れ
た
方
式
に
從
つ
て
公
表
さ
れ
又
は
通
告
さ
れ
る
。

　
締
約
國
の
政
府
に
指
示
さ
れ
た
総
本
部
の
決
定
、
勧
告
又
は
意
見
は
、
そ
の

國
に
よ
つ
て
こ
の
目
的
の
た
め
に
指
定
さ
れ
た
當
局
に
宛
て
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
九
條

　
総
本
部
は
、
周
期
的
に
閣
瞭
會
議
に
報
告
を
行
う
。

　
糖
本
部
は
、
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
総
本
部
に
要
求
さ
れ
た
情
報
を
與
え
、
ま

た
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
総
本
部
に
付
託
さ
れ
た
も
の
の
審
議
を
行
う
。

　
総
本
部
並
び
に
閣
僚
會
議
は
情
報
を
交
換
し
、
且
っ
相
互
の
協
議
を
行
う
。

　
　
　
　
　
第
三
〇
條

　
総
本
部
は
、
こ
の
條
約
に
よ
つ
て
総
本
部
に
割
り
富
て
ら
れ
た
す
べ
て
の
用

務
を
引
受
け
る
こ
と
を
認
可
す
る
た
め
必
要
な
民
聞
入
及
び
軍
人
を
配
備
す

る
。

　
総
本
部
が
、
こ
の
目
的
で
設
置
す
る
局
は
、
民
聞
の
も
の
も
軍
の
も
の
も
同

様
な
資
格
で
且
つ
同
様
な
計
書
に
よ
り
纏
本
部
に
依
存
す
る
。

　
　
　
　
　
第
閣
二
條

　
1
　
同
一
の
國
民
系
統
の
基
本
箪
位
部
除
の
司
令
官
以
上
の
階
級
は
、
全
會

一
致
の
閣
僚
會
議
の
同
意
に
も
と
づ
き
、
総
本
部
の
決
定
に
よ
り
授
興
さ
、
れ

る
Q

　
2
　
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
、
敵
州
防
衛
軍
の
同
一
國
民
系
統
の
箪
位
部
隊

に
お
け
る
階
級
並
び
に
す
べ
て
の
他
の
階
級
は
、
各
締
約
國
の
意
の
ま
ま
に
授

歓
州
防
衛
共
同
禮
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

與
さ
れ
る
。
印
ち

　
総
本
部
の
提
案
に
も
と
づ
き
罐
限
を
有
す
る
國
家
の
當
局
に
よ
り
。

　
叉
は
國
家
の
當
局
と
の
協
議
の
後
、
關
係
す
る
命
令
系
統
の
梯
隊
の
提
案
に

も
と
づ
き
総
本
部
に
よ
り
。

　
3
　
a
　
基
本
軍
位
部
隊
の
指
揮
官
、
異
な
れ
る
國
籍
の
軍
位
部
隊
に
封
し

て
権
限
を
有
す
る
將
官
並
び
に
閣
僚
會
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
総
本
部
の
一
定

の
高
官
の
職
は
、
全
會
一
致
の
閣
僚
會
議
の
同
意
に
よ
り
総
本
部
に
よ
つ
て
賦

與
さ
れ
る
。

　
　
　
b
　
す
べ
て
の
他
の
軍
職
は
、
關
係
す
る
命
令
系
統
の
梯
隊
の
提
案
を

考
慮
し
て
総
本
部
の
決
定
に
よ
つ
て
授
輿
さ
れ
る
。

　
4
　
民
聞
職
に
關
し
て
は
、
総
本
部
に
封
し
て
直
接
に
責
任
を
有
す
る
局
長

の
任
命
は
、
閣
瞭
會
議
の
全
會
一
致
の
同
意
に
も
と
づ
き
総
本
部
に
よ
つ
て
任

命
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
…
一
條

　
総
本
部
は
、
締
約
國
と
の
、
第
三
國
と
の
、
そ
し
て
一
般
に
こ
の
條
約
の
目

的
を
實
施
す
る
た
め
に
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
す
べ
て
の
國
際
機
關
と

あ
ら
ゆ
る
有
釜
な
蓮
繋
を
確
保
す
る
。

第
二
節
　
総

金
日

　
　
　
　
　
第
三
三
條

　
1
　
歓
州
防
衛
共
同
騰
の
総
會
は
、
、
一
九
五
一
年
四
月
十
八
日
の
歓
州
石
炭

鐵
鋼
共
同
謹
を
設
立
す
る
條
約
の
第
二
〇
條
及
び
第
一
二
條
に
規
定
さ
れ
た
総

會
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
共
和
國
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
タ
リ
ー
の
夫
々
に
關
し
て
三

人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
補
充
さ
れ
る
。
こ
の
代
表
者
は
、
他
の
代
表
者
と
甲
等

四
一

（
五
〇
九
）



激
州
防
衛
共
同
畦
を
設
立
す
る
な
め
の
條
約

な
方
法
に
お
い
て
且
つ
李
等
な
期
限
で
選
任
さ
れ
且
つ
最
初
の
任
期
は
、
他
の

代
表
者
の
そ
れ
と
同
時
に
終
了
す
る
。

　
か
よ
う
に
補
充
さ
れ
た
総
會
は
、
こ
の
條
約
に
、
よ
つ
て
賦
與
さ
れ
た
灌
能
を

行
使
す
る
。
若
し
総
會
が
必
要
と
考
え
る
場
合
に
は
、
総
會
の
議
長
及
び
幹
部

を
選
任
し
且
つ
内
部
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
若
し
後
記
第
三
八
條
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
議
會
が
、
そ
の
召
集
後
一

年
内
に
い
か
な
る
合
意
に
も
達
し
な
い
場
合
に
は
、
議
會
が
そ
の
仕
事
を
終
え

る
前
に
、
締
約
國
の
合
意
に
よ
つ
て
本
條
第
一
項
の
規
定
の
改
正
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
三
四
條

　
総
會
は
毎
年
期
に
行
わ
れ
る
。
総
會
は
十
月
の
最
後
の
火
曜
日
に
當
然
に
開

催
す
る
。
こ
の
會
期
の
期
聞
は
一
月
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
総
會
は
、
総
本
部
、
閣
僚
會
議
、
総
會
議
長
又
は
そ
の
構
成
員
の
多
敷
の
要

求
、
若
し
く
は
後
記
第
四
六
條
に
規
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
締
約
國
の
要
求

に
よ
り
臨
時
會
期
を
召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
三
四
條
　
乙

　
　
総
會
は
、
総
本
部
が
職
務
を
開
始
し
た
日
以
後
一
月
に
総
本
部
の
召
集
に

　
よ
P
會
合
す
る
。
絡
會
の
通
常
會
期
の
縫
綾
に
關
す
る
第
三
四
條
の
規
定

　
は
、
第
一
同
目
の
會
期
に
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　
総
會
は
そ
の
會
合
と
同
時
に
、
こ
の
條
約
に
よ
つ
て
総
會
に
委
託
さ
れ
た

　
灌
能
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
後
記
第
三
六
條
第
二
項
に
規
定
さ

　
れ
た
不
信
任
動
議
の
表
決
を
除
く
。
不
信
任
投
票
は
、
絡
本
部
が
職
務
を
開

　
始
し
た
日
か
ら
籔
え
て
一
年
を
経
過
す
る
ま
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
第
三
五
條

四
二

（
五
一
〇
）

　
纏
本
部
の
構
成
員
は
、
聰
會
の
す
べ
て
の
會
期
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
議
長
又
は
総
本
部
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
構
成
員
は
、
ぞ
、
の
要
求
に
つ
い
て

審
問
す
る
。
総
本
部
は
、
纏
會
又
ば
・
て
の
構
成
員
に
よ
つ
て
総
本
部
に
提
出
さ

れ
た
問
題
を
口
頭
又
は
書
面
で
同
答
す
る
。

　
閣
僚
會
議
の
構
成
員
は
、
す
べ
て
の
會
期
に
滲
加
し
且
つ
そ
の
要
求
に
つ
い

て
審
問
す
る
。

　
　
　
　
　
第
三
穴
條

　
1
　
総
本
部
は
、
毎
年
通
常
會
期
開
催
前
一
月
に
総
本
部
の
行
動
に
關
す
る

一
般
的
報
告
を
総
會
に
提
出
す
る
。
こ
の
報
告
を
討
議
し
た
総
會
は
、
そ
れ
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
要
求
叉
は
提
案
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
総
本
部
の
職
務
執
行
に
も
と
づ
い
て
不
信
任
動
議
が
総
會
に
提
出
さ
れ

る
な
ら
ば
、
総
會
は
か
よ
う
な
動
議
に
つ
い
て
提
出
後
少
く
と
も
三
日
以
内
に

且
つ
公
開
投
票
に
よ
つ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
若
し
不
信
任
動
議
が
、
行
わ
れ
た
投
票
の
三
分
の
二
に
よ
り
且
つ
総
會
の
構

成
員
の
全
擁
成
員
の
多
籔
投
票
に
よ
つ
て
採
澤
さ
れ
る
な
ら
ば
、
総
本
部
の
構

成
員
は
総
雛
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
前
記
第
二
一
條
の
條
件
で
彼

ら
の
交
代
が
準
備
さ
れ
る
ま
で
現
在
の
仕
事
の
途
行
を
纏
綾
す
る
。

　
　
　
　
　
第
三
七
條

　
総
會
の
丙
部
規
則
は
、
総
會
を
組
織
す
る
構
成
員
の
多
敷
に
よ
り
定
め
ら
れ

る
。

　
総
會
の
記
録
は
、
総
會
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
方
法
に
お
い
て
公
示
さ
れ

る
○

　
　
　
　
　
第
三
八
條

　
1
　
本
條
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
期
聞
内
に
総
會
は
衣
の
事
項
を
研
究
す



る
⊃

　
　
＆
　
民
主
的
基
礎
に
も
と
づ
い
で
．
選
撃
さ
れ
た
歓
州
防
衛
共
岡
騰
総
會
Q

創
設
。

　
　
b
　
か
よ
づ
な
総
會
に
賦
與
さ
れ
る
灌
能
。
及
び
、

　
　
c
　
共
同
薩
の
他
の
機
關
と
の
關
係
に
お
い
て
こ
の
條
約
の
撹
定
に
つ
い

て
ひ
き
起
さ
れ
、
必
要
に
懸
じ
て
殊
に
國
家
の
愛
當
な
代
表
制
を
確
保
す
る
た

め
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
修
正
。

　
こ
の
研
究
に
お
い
て
総
會
は
、
殊
に
以
下
の
原
則
を
鼓
吹
す
る
。

　
こ
の
過
渡
的
機
構
か
ら
承
纏
さ
れ
る
最
終
的
性
格
の
機
構
は
、
灌
力
分
立
の

原
則
ヒ
も
と
づ
き
且
つ
殊
に
二
院
議
會
制
度
を
含
む
究
極
的
な
蓮
邦
叉
は
國
家

蓮
合
制
の
欝
成
要
素
を
組
織
す
る
よ
う
に
改
編
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
総
會
は
、
ヨ
ー
・
ヅ
。
ハ
共
同
に
つ
い
て
現
に
存
在
す
る
異
な
つ
た
機
構
の
拉

存
か
ら
生
ず
る
問
題
叉
は
蓮
邦
若
し
く
は
國
家
蓮
合
制
へ
の
総
括
を
確
保
す
る

た
め
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
問
題
を
砺
究
す
る
。

　
2
　
総
會
の
提
案
は
、
総
會
が
そ
の
職
務
を
開
始
し
た
後
六
月
以
内
に
閣
僚

會
議
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
提
案
は
、
閣
僚
會
議
の
同
意
に
よ
り
総
會
の
議
長

に
よ
つ
て
締
約
國
政
府
に
逡
ら
れ
る
。
こ
の
提
案
は
、
締
約
國
が
そ
れ
を
受
領

し
た
日
か
ら
敷
え
て
三
月
以
内
に
、
そ
れ
を
調
査
す
る
目
的
の
た
め
の
議
會
が

召
集
さ
れ
る
。第

三
節
　
閣
僚
會
議

　
　
　
　
第
三
九
條

1
　
閣
僚
會
議
は
、
総
本
部
の
行
動
と
締
約
國
政
府
の
政
策
と
を
調
整
す
る

一
般
的
職
務
を
有
す
る
。

隊
州
防
衛
共
同
盤
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
2
　
閣
僚
會
議
は
、
こ
の
條
約
の
枠
内
で
総
本
部
の
行
動
の
た
め
に
指
令
を

輿
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
指
令
は
全
會
一
致
に
よ
つ
て
與
え
ら
れ
る
。

　
閣
僚
會
議
の
方
か
ら
い
か
な
る
指
令
も
與
え
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に
關
し
て

は
、
総
本
部
は
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
い
こ
の
條
約
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
目

的
の
實
現
を
確
保
す
る
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
3
　
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
、
閣
僚
會
議
は
、

　
　
a
　
　
決
片
疋
を
㌍
灯
う
。

　
　
b
　
決
定
を
行
い
叉
は
萄
告
を
與
え
る
前
に
総
本
部
が
必
要
と
す
る
同
意

を
與
え
る
。

　
4
　
こ
の
條
約
に
別
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、
閣
僚
會
議
の
決
定
は
輩
純
な

多
敷
に
よ
つ
て
行
い
且
つ
そ
の
同
意
が
與
え
ら
れ
る
。

　
5
　
閣
優
會
議
が
、
綴
本
部
か
ら
提
議
さ
れ
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
閣
僚

會
議
は
必
ず
し
も
投
票
を
行
う
こ
と
な
し
に
決
議
す
る
。
決
議
の
議
事
録
は
糖

本
部
に
邊
達
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
四
〇
條

　
閣
僚
會
議
は
、
締
約
國
の
代
表
者
に
よ
つ
て
構
威
さ
れ
る
。

　
各
締
約
國
は
、
そ
の
政
府
の
構
成
員
を
派
遣
す
る
。
構
成
員
は
補
充
者
に
よ

つ
て
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
期
に
お
い
て
そ
の
職
務
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
仕
方
で
組
成
さ
れ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
各
締
約
國
は
、
常
に

逞
滞
な
く
閣
僚
會
議
の
議
決
に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
入
の
代
表
者
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
議
長
の
職
は
、
締
約
國
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
よ
り
閣
瞭
會
議
の
各
構
成

四
三

（
匠
コ
）



　
　
　
　
欧
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
め
條
約

員
に
よ
つ
て
輪
番
で
三
月
の
期
間
執
務
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
剛
條

　
閣
僚
會
議
は
必
要
に
鷹
じ
て
、
少
く
と
も
三
月
毎
に
は
會
合
さ
れ
る
。
閣
僚

會
議
は
議
長
の
叉
は
そ
の
構
成
員
の
一
人
若
し
く
は
総
本
部
の
護
案
に
よ
り
、

閣
僚
會
議
の
議
長
の
召
集
に
よ
つ
て
會
含
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
旧
條
　
乙

　
　
閣
僚
會
議
は
、
條
約
が
効
力
を
爽
生
す
る
と
同
時
に
會
合
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
二
條

　
投
票
の
場
合
に
、
閣
僚
會
議
の
各
構
成
員
は
、
他
の
構
成
員
の
た
だ
一
人
の

委
任
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
四
三
條

　
1
　
こ
の
條
約
が
、
軍
純
な
多
敷
に
よ
る
閣
僚
會
議
の
同
意
又
は
決
定
を
要

求
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
同
意
又
は
決
定
は
、
左
の
も
の
を
取
集
め
る
時

に
な
さ
れ
る
。

　
締
約
國
の
代
表
者
の
絶
封
多
歎
の
投
票
か
。

　
投
票
が
同
敷
の
場
合
に
は
、
締
約
國
の
全
分
捲
の
少
く
と
も
三
分
の
二
で
共

同
膣
の
庭
分
を
全
膿
と
し
て
一
任
さ
れ
た
締
約
國
代
表
者
の
投
票
か
、
で
あ

る
。

　
2
　
こ
の
條
約
が
、
閣
僚
會
議
の
同
意
又
は
決
定
に
封
し
て
特
別
な
多
敷
を

要
求
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
同
意
又
は
決
定
は
左
の
場
合
に
な
さ
れ
る
。

　
若
し
こ
の
多
籔
が
、
締
約
國
の
全
分
推
の
少
く
と
も
三
分
の
二
で
共
同
騰
の

庭
分
を
全
膣
と
し
て
一
任
さ
れ
た
締
約
國
の
代
表
者
の
投
票
を
含
む
と
き
め
ら

れ
た
多
敷
か
。

　
五
締
約
國
の
代
表
者
の
投
票
を
集
め
る
か
、
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
五
一
二
）

　
3
　
こ
の
條
約
が
全
會
一
致
の
閣
瞭
會
議
の
同
意
又
は
決
定
を
要
求
す
る
場

合
に
は
、
同
意
又
は
決
定
は
、
閣
僚
會
議
に
出
席
し
又
は
代
理
さ
れ
た
構
成
員

の
す
べ
て
の
者
の
投
票
が
取
集
め
ら
れ
た
場
合
に
な
さ
れ
る
。
投
票
の
棄
灌
は

同
意
叉
は
決
定
の
採
澤
を
妨
げ
な
い
。

　
4
　
本
條
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
分
捲
」
の
語
は
、
前
會
計
年
度

の
問
に
現
に
支
梯
わ
れ
た
財
政
上
の
分
推
の
比
率
及
び
現
在
の
牛
年
の
第
一
日

に
厭
州
防
衡
軍
を
構
成
す
る
定
員
の
比
傘
の
聞
の
李
均
贋
を
意
昧
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
三
條
　
乙

　
　
工
　
前
記
第
四
三
條
第
四
項
の
適
用
の
た
め
、
軍
隊
の
第
一
梯
隊
を
編
成

　
し
て
い
る
計
書
万
實
施
の
た
め
定
め
ら
れ
た
時
期
ま
で
、
同
項
に
規
定
さ
れ

　
た
締
約
國
か
ら
供
給
さ
れ
る
分
捲
の
所
謂
卒
均
憤
は
、
左
の
よ
う
な
負
償
に

　
お
い
て
評
憤
さ
れ
る
。

　
　
　
ド
ィ
ツ
　
　
　
　
　
三

　
　
　
ベ
ル
ギ
！
　
　
　
　
ニ

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
　
　
　
　
三

　
　
　
イ
タ
リ
ー
　
　
　
　
三

　
　
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
　
一

　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
　
　
　
　
ニ

　
　
コ
　
前
項
に
規
定
さ
れ
た
過
渡
的
期
間
の
聞
に
、
前
記
第
四
三
條
第
一
項

　
に
お
い
て
要
求
さ
れ
た
分
捲
の
額
は
、
締
約
國
の
負
償
さ
れ
た
分
捲
の
総
債

　
格
の
少
く
と
も
＋
四
分
の
九
に
な
つ
た
場
合
、
え
ら
れ
旋
も
の
と
み
な
さ
れ

　
る
。

　
　
　
　
　
第
四
四
條

　
兵
員
の
地
位
に
關
す
る
規
定
及
び
一
般
的
組
織
、
兵
員
補
充
及
び
軍
除
の
大



き
さ
と
構
成
に
關
す
る
規
定
の
修
正
は
、
猷
州
防
衛
軍
を
設
置
す
る
計
書
の
修

正
と
同
様
に
、
閣
僚
會
議
の
構
成
員
又
は
総
本
部
の
提
案
に
も
と
づ
き
全
會
一

致
の
閣
僚
會
議
の
同
意
に
よ
り
行
わ
れ
、
総
本
部
に
よ
つ
て
實
施
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
四
五
條

　
閣
僚
會
議
は
、
議
長
及
び
纏
本
部
の
購
成
員
の
給
料
、
報
酬
及
び
恩
給
灌
を

定
め
る
。

　
　
　
　
　
第
四
六
條

　
三
分
の
二
の
多
歎
に
よ
り
閣
僚
會
議
は
、
そ
の
構
成
員
の
一
の
獲
案
に
も
と

づ
き
総
本
部
に
封
し
、
そ
の
灌
能
の
制
限
内
で
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
よ
う
に

渤
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
若
し
総
本
部
が
こ
の
萄
告
に
從
わ
な
い
な
ら
ば
、
閣
僚
會
議
叉
は
締
約
國
は

前
記
第
三
六
條
第
二
項
の
適
用
の
事
項
と
し
て
総
會
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　
　
　
第
四
七
條

　
1
　
閣
僚
會
議
は
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
理
事
會
と
共
同
豊
の
閣
僚
會
議
と

の
合
同
會
議
を
、
必
要
に
鷹
じ
て
行
う
か
を
決
定
す
る
。

　
2
　
爾
理
事
會
の
合
同
會
議
に
お
い
て
全
會
一
致
で
な
さ
れ
た
決
議
は
、
共

同
騰
の
機
關
を
拘
束
す
る
。

　
　
　
　
　
第
四
八
條

　
北
大
西
洋
條
約
機
構
と
敵
州
防
衛
共
同
騰
と
の
關
係
に
關
す
る
議
定
書
第
四

項
に
規
定
さ
れ
た
閣
僚
會
議
の
決
定
は
、
全
會
一
致
に
よ
る
。
・

　
　
　
　
　
第
四
九
條

　
閣
僚
會
議
の
決
議
の
議
事
録
は
、
締
約
國
及
び
総
本
部
に
封
し
て
邊
達
さ
れ

る
。　

　
　
　
歎
州
防
衛
共
同
燈
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
　
　
　
第
五
〇
條

閣
僚
會
議
は
、
そ
の
會
議
規
則
を
定
め
る
。

　
　
　
第
四
節
　
裁
判
所

　
　
　
　
　
第
五
麟
條

　
裁
判
所
は
、
こ
の
條
約
並
び
に
施
行
規
則
の
解
繹
及
び
適
用
に
つ
い
て
法
の

奪
重
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
第
五
二
條

　
裁
判
所
は
、
厭
州
石
炭
鐵
鋼
共
同
騰
の
司
法
裁
到
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
五
三
條

　
裁
到
所
は
，
そ
の
職
務
を
履
行
す
る
た
め
、
裁
到
議
定
書
並
び
に
第
六
七
條

に
規
定
さ
れ
た
裁
到
所
規
程
に
從
つ
て
、
殊
に
ヨ
ー
・
ッ
。
ハ
的
性
格
を
も
つ
下

級
裁
到
所
を
含
む
一
つ
の
裁
判
組
織
か
ら
援
助
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
五
四
條

　
1
　
裁
鋼
所
は
、
一
締
約
國
、
閣
僚
會
議
又
は
総
會
に
よ
つ
て
総
本
部
の
決

定
又
は
勧
告
に
野
し
て
提
起
さ
れ
た
、
法
的
灌
限
の
欠
敏
、
本
膣
的
形
式
の
侵

犯
、
條
約
又
は
そ
の
適
用
の
た
め
の
法
規
の
侵
犯
又
は
灌
利
の
濫
用
を
理
由
と

す
ぢ
取
消
の
訴
を
裁
到
す
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
2
　
こ
の
訴
は
、
決
定
叉
は
勧
告
の
公
示
若
し
く
は
通
告
後
一
月
以
内
に
提

起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
3
　
取
清
の
場
合
に
は
、
裁
到
所
は
事
件
を
取
清
の
決
定
の
執
行
に
庭
す
る

措
置
を
と
る
綴
本
部
に
逡
付
す
る
。

　
　
　
　
　
第
五
五
條

　
ユ
　
若
し
こ
の
條
約
の
規
定
叉
億
施
行
規
則
に
も
と
づ
い
て
決
定
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
五
一
三
）



　
　
　
　
欧
州
防
衛
共
同
盤
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

萄
告
を
な
す
義
務
が
あ
る
総
本
部
が
、
こ
の
義
務
を
果
さ
な
い
場
合
に
は
、
締

約
國
又
は
閣
僚
會
議
は
絡
本
部
を
提
訴
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
同
様
な
こ
と
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
又
は
施
行
規
則
に
も
と
づ
い
て
決
定
叉

は
勧
告
を
行
う
能
力
あ
る
総
本
部
が
、
こ
れ
を
行
わ
ず
及
び
こ
の
不
行
使
が
権

利
の
濫
用
を
構
成
す
る
場
合
に
も
要
當
す
る
。

　
2
　
総
本
部
が
二
月
の
期
聞
に
、
い
か
な
る
決
定
も
又
は
勧
告
も
行
わ
な
い

な
ら
ば
、
訴
は
こ
の
沈
黙
の
結
果
と
み
な
さ
れ
た
拒
否
の
黙
示
的
決
定
に
覇
し

て
一
月
以
内
に
裁
到
所
に
提
訴
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
五
六
條

　
1
　
若
し
締
約
國
が
；
疋
の
場
合
に
、
綴
本
部
の
行
爲
叉
は
不
行
爲
が
締
約

國
に
封
し
て
根
本
的
な
且
つ
持
績
的
な
蝿
蹴
を
ひ
き
起
す
性
質
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
場
合
に
は
、
締
約
國
は
総
本
部
を
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
総
本
部
は
、
閣
僚
會
議
と
協
議
し
た
後
、
必
要
に
鷹
じ
て
か
か
る
事
態
の
存

在
を
認
め
、
ま
た
こ
の
條
約
の
枠
内
で
共
同
騰
の
基
本
的
利
釜
を
安
全
に
す
る

す
べ
て
こ
の
事
態
を
終
了
さ
せ
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
を
決
定
す
る
。
総
本

部
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
二
週
間
以
内
に
そ
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
2
　
裁
判
所
は
、
こ
の
決
定
に
封
し
又
は
か
よ
う
な
事
態
の
存
在
を
否
認
す

る
明
示
的
又
は
獣
示
的
決
定
に
封
し
、
本
條
に
も
と
づ
い
て
訴
が
提
起
さ
れ
た

場
合
に
は
、
裁
到
所
は
請
求
を
確
認
し
並
び
に
一
時
的
灌
原
で
す
べ
て
の
必
要

な
措
置
を
と
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
3
　
取
清
の
場
合
に
お
い
て
、
総
本
部
は
裁
到
所
の
決
定
の
枠
内
で
本
條
第

一
項
第
二
節
に
規
定
さ
れ
た
目
的
を
達
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
を
決
定
、
す

る
。

　
　
　
　
　
第
五
七
條

四
六

（
五
一
四
）

　
1
　
裁
到
所
は
、
一
締
約
國
、
総
本
部
又
は
絡
會
に
よ
つ
て
閣
瞭
會
議
の
決

議
に
封
し
て
提
起
さ
れ
た
法
的
灌
限
の
欠
敏
、
本
瞭
的
形
式
の
侵
犯
、
條
約
又

は
そ
の
適
用
の
た
め
の
規
則
の
侵
犯
若
し
く
は
灌
利
の
濫
用
を
理
由
と
す
る
取

消
の
訴
を
裁
到
す
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
2
　
こ
の
請
求
は
、
閣
僚
會
議
の
決
議
の
公
知
の
後
、
一
月
以
内
に
締
約
國

又
は
総
本
部
に
よ
つ
て
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
五
八
條

　
1
　
裁
判
所
は
、
締
約
國
叉
は
総
本
部
の
請
求
に
よ
り
綴
會
の
議
決
を
取
滑

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
訴
は
、
法
的
灌
限
の
欠
歓
又
は
本
豊
的
形
式
の
侵
犯
に
も
と
づ
く
場
合

に
の
み
提
起
さ
れ
る
。

　
2
　
請
求
は
、
総
會
の
議
決
の
公
表
の
後
一
月
以
内
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
五
九
條

　
裁
到
所
に
提
起
さ
れ
た
訴
は
、
停
止
的
効
果
を
有
し
な
い
。

　
裁
到
所
は
、
し
か
し
事
情
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
問
題

の
決
定
又
は
勧
告
の
實
施
み
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
裁
到
所
は
、
す
べ
て
の
他
の
必
要
な
假
の
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
六
〇
條

　
裁
判
所
は
、
裁
到
議
定
書
並
び
に
第
六
七
條
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
所
規
程
に

從
つ
て
、
共
同
騰
の
民
事
責
任
及
び
チ
、
つ
代
理
人
の
規
則
に
關
す
ろ
訴
訟
を
審

理
す
る
樫
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
一
條

　
裁
到
所
は
、
裁
到
議
定
書
及
び
第
六
七
條
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
所
規
程
に
從



つ
て
刑
事
事
件
に
つ
い
て
鍔
決
す
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
隅
條
　
乙

　
　
土
ハ
通
の
軍
刑
法
典
が
効
力
を
蛮
生
す
る
時
ま
で
、
過
渡
的
規
定
が
裁
判
議

　
定
書
に
よ
つ
て
豫
め
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
六
二
條

　
第
六
七
條
に
規
定
さ
れ
た
裁
到
所
規
程
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
裁

到
所
は
、
総
本
部
の
決
定
又
は
萄
告
及
び
閣
僚
會
議
の
決
定
の
効
力
に
つ
い
て

國
家
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
が
こ
の
効
力
を
理
由
と
し
て
い
る
場
合
に

は
、
先
決
事
項
と
し
て
決
定
す
る
專
属
的
の
権
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
三
條

　
裁
判
所
は
、
裁
判
所
規
程
に
從
つ
て
共
同
睦
に
よ
り
又
は
そ
の
利
釜
の
た
め

に
締
結
し
た
公
法
上
又
は
私
法
上
の
契
約
に
含
ま
れ
た
仲
裁
約
款
に
則
つ
て
裁

到
す
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
四
條

　
裁
鋼
所
は
、
こ
の
條
約
の
附
麟
規
定
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
他
の

場
合
忙
b
い
て
も
裁
鋼
す
る
灌
能
を
有
す
る
。

　
裁
判
所
は
、
締
約
國
の
法
律
が
灌
限
を
そ
れ
に
賦
與
し
て
い
る
こ
の
條
約
の

目
的
と
關
係
す
る
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
六
五
條

　
1
　
他
の
手
段
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
え
な
い
こ
の
條
約
の
適
用
に
關
す
る
締

約
國
間
の
す
べ
て
の
紛
孚
は
、
訴
訟
の
當
事
國
で
あ
る
國
の
共
同
の
請
求
に
よ

り
叉
は
そ
の
一
國
の
請
求
に
よ
り
裁
剣
所
に
提
起
さ
れ
る
。

　
2
　
裁
到
所
は
、
ま
た
こ
の
紛
雫
が
仲
裁
約
款
に
則
つ
て
裁
到
所
に
繋
驕
さ

れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
條
約
の
目
的
と
關
係
す
る
締
約
國
の
間
に
あ
る
す
べ
て

歎
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

の
紛
雫
に
封
し
て
裁
鋼
す
る
権
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
穴
六
條

　
裁
到
所
の
到
決
は
、
締
約
國
の
領
域
に
執
行
さ
れ
る
。

　
締
約
國
の
領
域
に
封
す
る
彊
制
執
行
は
、
こ
の
國
家
の
各
々
に
お
け
る
現
行

法
に
從
つ
て
行
わ
れ
る
。
殊
に
執
行
は
、
こ
の
國
の
立
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ

た
方
法
と
手
段
を
有
し
て
い
る
締
約
國
に
關
し
て
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
執
行
は
、
署
名
の
後
こ
の
鋼
決
の
正
本
の
眞
正
以
外
の
他
の
制
約
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
鋼
決
が
執
行
さ
れ
る
領
域
に
お
い
て
國
家
で
用
い
ら
れ
て
い
る
執
行
方
法

で
行
わ
れ
る
。
執
行
は
、
各
政
府
か
ら
こ
の
た
め
に
任
命
さ
れ
た
閣
僚
か
ら
の

請
求
に
よ
る
執
行
方
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
六
七
條

　
本
節
並
び
に
裁
到
議
定
書
の
規
定
の
適
用
は
、
締
約
國
聞
の
協
定
の
形
式
で

確
立
さ
れ
、
且
つ
殊
に
石
表
鐵
鋼
共
同
膣
を
設
立
す
る
條
約
に
附
馬
す
る
裁
到

所
規
程
の
必
要
な
修
正
を
行
つ
た
裁
到
所
規
程
に
．
お
い
て
定
め
ら
れ
る
。

第
三
章
　
軍
事
規
定

第
一
節
臥
州
防
衛
軍
の
機
關
及
び
管
理

　
　
　
　
　
第
穴
八
條

　
1
　
地
上
軍
を
構
成
す
る
種
々
の
軍
職
の
行
動
を
結
集
す
る
基
本
軍
位
部
隊

は
、
同
一
國
民
系
統
の
基
本
部
隊
か
ら
穣
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
軍
位
部

除
は
、
實
効
性
の
原
則
を
可
能
乏
す
る
よ
う
に
可
動
的
な
も
の
で
あ
る
。
基
本

箪
位
部
隊
は
、
最
大
限
度
に
兵
鈷
的
機
能
を
除
去
し
、
且
つ
そ
の
存
立
こ
維
持

の
た
め
に
統
合
さ
れ
た
上
級
本
部
に
依
存
す
る
。四

七

（
五
｝
五
）



駄
州
防
衛
共
同
燈
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
2
　
軍
團
は
、
異
な
れ
る
國
民
系
統
の
基
本
箪
位
部
除
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
。
但
し
職
術
酌
必
要
叉
は
組
織
的
必
要
に
も
と
づ
き
及
び
北
大
西
洋
條
約
機

構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
の
勧
告
に
よ
り
且
つ
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
を
以

て
総
本
部
が
決
定
し
た
特
別
な
場
合
を
除
く
。
職
術
的
支
援
の
軍
位
部
隊
及
び

兵
姑
的
援
助
の
隊
は
統
合
さ
れ
た
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
聯
隊
又
は
大

隊
た
る
隊
形
の
戦
術
的
支
援
の
部
除
の
箪
位
は
同
種
の
も
の
と
し
て
と
ど
ま

り
、
且
つ
國
籍
間
の
分
澹
は
、
基
本
箪
位
部
隊
の
聞
に
存
在
す
る
割
合
に
從
つ

で
行
わ
れ
る
。
軍
團
の
指
揮
権
及
び
参
謀
部
は
統
合
さ
れ
る
。
こ
の
統
合
は
、

そ
の
使
用
の
有
効
さ
を
確
保
す
る
た
め
最
も
適
嘗
な
手
段
で
實
施
さ
れ
る
。

　
3
　
基
本
輩
位
部
除
及
び
そ
の
支
援
隊
並
び
に
供
給
隊
は
、
場
合
に
よ
り
北

大
西
洋
條
約
機
構
に
所
屡
す
る
軍
團
に
吸
牧
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
相
互
に

北
大
西
洋
條
約
機
樽
に
所
驕
す
る
師
團
は
、
鰍
州
軍
團
に
吸
牧
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
厭
州
軍
位
部
隊
を
有
機
的
に
統
合
し
た
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
軍

隊
の
指
揮
本
部
は
、
・
こ
の
箪
位
部
除
か
ら
生
ず
る
部
除
を
統
合
し
且
つ
相
互
的

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
六
九
條

　
1
　
室
軍
の
基
本
輩
位
部
隊
は
、
同
一
國
民
系
統
の
基
本
部
除
か
ら
組
織
さ

れ
る
。
且
つ
そ
の
各
々
は
定
め
ら
れ
た
基
本
的
使
命
に
鷹
じ
て
同
質
の
戦
闘
資

材
を
與
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
基
本
箪
位
部
隊
は
、
で
き
る
限
り
兵
姑
的
機
能
を
除
去
し
、
且
つ
そ
の

使
用
と
維
持
の
た
め
に
統
合
さ
れ
た
上
級
本
部
に
依
存
す
る
。

　
2
　
異
な
れ
る
國
民
系
統
か
ら
な
る
基
本
箪
位
部
隊
の
あ
る
敷
は
、
統
合
さ

れ
た
形
式
の
上
級
本
部
の
隊
形
の
も
と
に
集
合
さ
れ
る
。
但
し
験
術
的
必
要
叉

四
八

（
五
一
六
）

は
組
織
的
必
要
に
も
と
づ
ぎ
及
び
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令

官
の
勧
告
に
よ
り
且
つ
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
を
以
て
総
本
部
が
決
定
し
た
特

別
な
場
合
を
除
く
。
兵
姑
供
給
の
除
は
統
合
形
式
の
も
の
で
あ
り
、
供
給
部
隊

の
軍
位
は
同
種
の
國
民
的
構
成
に
と
ど
ま
り
、
且
つ
そ
の
國
籍
間
の
配
分
は
、

基
本
箪
位
部
隊
の
問
に
存
在
す
る
割
合
に
從
つ
て
行
わ
れ
る
。

　
3
　
厭
州
基
本
軍
位
部
隊
及
び
そ
の
支
援
軍
位
部
隊
は
、
北
大
西
洋
條
約
機

構
を
所
轄
す
る
指
揮
権
の
も
と
に
吸
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
相
互
に
北

大
西
洋
條
約
機
構
に
所
驕
す
る
基
本
軍
位
部
隊
は
、
歓
州
の
指
揮
権
の
も
と
に

吸
牧
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
歓
州
箪
位
部
隊
を
有
機
的
に
統
合
し
た
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
指

揮
本
部
は
、
厭
州
部
除
を
統
合
し
且
つ
相
互
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
七
〇
條

　
1
　
歓
州
海
軍
は
、
締
約
國
の
ヨ
i
・
ッ
。
ハ
の
領
域
に
近
接
す
る
海
洋
の
保

護
の
、
た
め
に
割
當
て
ら
れ
、
且
つ
諸
政
府
聞
の
合
意
に
よ
つ
て
き
め
ら
れ
た
除

を
以
て
組
織
す
る
。

　
2
　
厭
州
海
軍
の
分
遣
隊
は
、
同
種
の
國
民
系
統
の
且
つ
ヨ
ー
・
ッ
パ
的
地

位
の
集
團
か
ら
組
成
さ
れ
、
同
檬
の
験
術
的
使
命
を
保
有
す
る
。

　
3
　
こ
れ
ら
の
集
團
は
、
全
盤
と
し
て
叉
は
箪
濁
で
場
合
に
よ
り
北
大
西
洋

條
約
機
構
に
所
麗
す
る
除
に
合
膣
さ
れ
る
。
そ
の
指
揮
灌
は
、
基
本
部
除
が
集

團
か
ら
供
給
さ
れ
た
時
に
統
合
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
七
一
條

　
総
本
部
は
、
全
會
一
致
の
閣
僚
會
議
の
同
意
に
も
と
づ
き
軍
除
の
組
織
の
計

書
を
確
立
す
る
。
綴
本
部
は
、
そ
の
實
施
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
第
七
二
條



　
1
　
厭
州
防
衛
軍
に
勤
務
す
る
た
め
徴
募
に
よ
る
徴
募
的
兵
員
は
、
現
役
服

務
期
聞
勤
務
す
る
。

　
2
　
そ
の
統
一
化
は
、
総
本
部
の
勘
告
に
も
と
づ
き
全
會
一
致
の
閣
僚
會
議

の
決
定
に
よ
り
で
き
る
限
り
速
か
に
蜜
施
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
七
三
條

　
1
　
各
締
約
國
に
お
け
る
欧
州
防
衡
軍
の
兵
員
徴
募
は
軍
事
議
定
書
に
規
定

さ
れ
た
共
通
の
原
則
の
枠
内
で
各
國
家
の
法
規
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
る
。

　
2
　
総
本
部
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
各
締
約
國
に
よ
り
實
施
さ
れ

る
兵
員
徴
募
の
實
施
を
監
覗
し
、
且
つ
こ
の
規
定
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
場

合
に
は
締
約
國
に
到
し
て
勧
告
を
提
示
す
る
。

　
3
　
締
約
國
政
府
に
よ
る
共
通
の
取
極
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
日
以
後
、
総

本
部
は
、
こ
の
取
極
に
約
定
さ
れ
た
規
則
に
從
つ
て
且
つ
軍
事
議
定
書
に
規
定

さ
れ
た
共
通
原
則
の
規
定
の
枠
内
で
兵
員
徴
募
を
實
施
す
る
。

　
　
　
　
　
第
七
四
條

　
1
　
総
本
部
は
、
共
通
の
原
則
及
び
統
一
的
方
法
に
從
つ
て
歓
州
防
衛
軍
の

訓
練
及
び
整
備
を
行
う
。
特
に
総
本
部
は
共
同
騰
の
學
校
を
管
理
す
る
。

　
2
　
締
約
國
の
要
求
に
よ
り
、
本
條
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
原
則
の
適
用
に

際
し
て
は
、
憲
法
に
則
つ
て
こ
の
國
家
に
生
ず
る
聴
別
な
事
態
に
つ
い
て
、
更

に
公
用
語
を
附
加
す
る
考
慮
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
七
五
條

　
厭
州
防
衛
軍
の
動
員
計
書
は
、
締
約
國
政
府
と
の
協
議
に
よ
り
総
本
部
に
よ

つ
て
準
備
さ
れ
る
。

　
前
記
第
三
八
條
に
規
定
さ
れ
た
最
終
的
機
構
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
動
員
を

行
う
決
定
は
締
約
國
に
属
す
る
。
動
員
の
手
段
の
實
施
は
、
総
本
部
と
締
約
國

欧
州
防
衛
共
同
盤
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

の
間
の
取
極
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
條
件
に
お
い
て
、
総
本
部
と
締
約
國
と
の

聞
に
分
配
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
窮
七
六
條

　
総
本
部
は
、
必
須
の
瞼
閲
及
び
監
督
を
行
う
。

　
　
　
　
　
第
七
七
條

　
1
　
綴
本
部
は
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す
る
最
高
司
令
官
の
萄
告
の

枠
内
で
厭
州
防
衛
軍
の
領
土
酌
進
駐
を
決
定
す
る
。
前
記
の
事
項
に
關
し
容
易

に
な
さ
れ
え
な
い
見
解
の
相
違
あ
る
場
合
に
は
、
綴
本
部
は
全
會
一
致
に
よ
る

閣
僚
會
議
の
承
認
に
よ
つ
て
の
み
、
こ
の
渤
告
を
斥
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
條
第
一
節
に
規
定
さ
れ
た
一
般
的
決
定
の
枠
内
で
、
総
本
部
は
軍
隊
が
駐

留
さ
れ
る
い
ず
れ
か
の
國
と
協
議
し
た
後
、
實
施
の
決
定
を
す
る
。

　
2
　
基
本
的
な
職
に
闘
し
見
解
の
相
違
あ
る
場
合
、
關
係
國
は
、
閣
瞭
會
蕎

に
そ
の
解
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
國
家
は
、
閣
僚
會
議
が
三
分
の
二

以
上
の
多
籔
を
以
て
こ
の
意
見
に
賛
成
す
る
場
合
に
は
、
総
本
部
の
意
見
に
從

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
締
約
國
が
前
記
第
五
六
條
に
從
つ
て
利
用
し
う
る
灌
利
は
、
本
條
の
規
定
に

よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
第
七
八
條

　
総
本
部
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
人
員
及
び
資
材
を
管
理
す
る
。

　
総
本
部
は
、
獄
州
防
衛
軍
を
組
成
す
る
箪
位
部
隊
に
同
一
性
を
顧
慮
し
た
兵

員
及
び
必
需
品
の
割
當
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
七
八
條
■
乙

　
　
1
　
右
の
職
務
を
蓮
成
す
る
と
直
ち
に
、
総
本
部
は
、

　
　
締
約
國
の
政
府
に

よ
り
探
揮
さ
れ
た
取
極
の
諸
規
定
に
從
い
、
且
つ
北
大

四
九

（
五
一
七
）



臥
州
防
衛
共
同
盟
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
西
洋
條
約
機
構
の
計
豊
の
枠
内
で
第
一
本
部
隊
の
組
織
及
び
装
備
の
計
叢
を

　
立
案
す
る
。

　
　
分
遣
隊
の
訓
練
の
た
め
に
北
大
西
洋
條
約
の
加
盟
國
か
ら
求
め
ら
れ
る
協

　
力
を
決
定
し
且
つ
組
織
す
る
。

　
　
基
本
的
な
黙
に
つ
い
て
簡
軍
な
假
規
則
を
立
案
す
る
。

　
　
2
　
そ
の
職
務
を
達
成
す
る
と
直
ち
に
、
総
本
部
は
軍
の
第
一
本
部
の
輩

　
位
部
隊
の
編
成
に
着
手
す
る
。

　
　
3
　
本
條
約
が
効
力
を
獲
生
す
る
と
直
ち
に
、
既
に
存
在
す
る
軍
位
部
隊

　
及
び
こ
の
第
一
本
部
部
隊
を
完
全
に
す
る
た
め
に
締
約
國
に
よ
つ
て
徴
募
さ

　
れ
た
分
遣
隊
は
共
同
盟
に
所
薦
し
且
つ
軍
事
議
定
書
に
規
定
さ
れ
た
條
件
の

　
も
と
に
、
こ
の
條
約
に
規
定
さ
れ
た
権
能
を
そ
れ
に
封
し
て
行
使
す
る
総
本

　
部
の
も
と
に
お
か
れ
る
。

　
　
4
　
総
本
部
は
、
本
條
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
計
書
並
び
に
原
丈
を
で
き

　
る
限
り
早
く
閣
僚
會
議
に
提
出
す
る
。

　
　
閣
僚
會
議
は
次
の
方
法
で
認
謹
す
る
。

　
　
全
會
一
致
に
よ
P
、
軍
の
第
一
本
部
部
隊
を
組
織
す
る
た
め
の
計
蜜
。

　
　
三
分
の
二
以
上
の
多
敷
に
よ
り
、
他
の
原
丈
。

　
　
そ
の
原
丈
は
、
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
認
謹
さ
れ
る
と
直
ち
に
、
総
本
部
に

　
よ
つ
て
實
施
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
七
九
條

　
厭
州
防
衛
軍
の
構
成
員
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
軍
紀
の
統
一
的
規
則
は
轟
締

約
國
政
府
聞
の
合
意
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
且
つ
締
約
國
の
各
々
の
憲
法
上
の
手

綾
に
從
つ
て
批
准
さ
れ
る
。

五
〇

第
二
節
　
臥
州
防
衛
軍
の
地
位

（
五
一
八
）

　
　
　
　
　
第
八
O
條

　
1
　
こ
の
條
約
に
よ
つ
て
そ
れ
に
割
り
嘗
て
ら
れ
た
権
能
の
行
使
に
當
り
、

且
つ
締
約
國
の
灌
利
及
び
義
務
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
、

　
共
同
騰
は
、
厭
州
防
衛
軍
及
び
そ
の
構
成
員
に
關
し
て
國
家
が
、
そ
の
國
家

の
軍
除
及
び
構
成
員
に
關
し
て
國
際
慣
習
法
に
從
つ
て
有
す
る
と
同
檬
な
灌
利

並
び
に
義
務
を
有
す
る
。

　
共
同
騰
は
、
締
約
國
の
一
叉
は
そ
れ
以
上
を
拘
束
す
る
條
約
で
定
め
ら
れ
た

職
雫
法
規
を
貧
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
2
　
そ
れ
ゆ
え
、
厭
州
防
衛
軍
並
ぴ
に
そ
の
構
成
員
は
、
國
際
法
の
見
地
よ

り
す
れ
ば
、
國
家
の
國
家
軍
及
び
そ
の
構
成
員
と
同
様
の
庭
遇
の
利
釜
を
享
有

す
る
。

　
　
　
　
　
第
八
圏
條

　
1
　
共
同
禮
は
、
歓
州
防
衛
軍
及
び
そ
の
構
成
員
が
國
際
法
の
規
則
に
そ
の

行
動
を
合
致
せ
し
め
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
共
同
騰
は
、
こ
の
軍
隊
又
は
そ
の

構
成
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
こ
れ
ら
の
規
則
の
す
べ
て
の
偶
獲
的

侵
犯
の
抑
止
を
確
保
す
る
。

　
2
　
共
同
膣
は
、
そ
の
灌
限
の
限
度
内
で
か
よ
う
な
健
犯
が
第
三
國
の
軍
除

又
は
そ
の
構
成
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
、
刑
事
上
の
取
締
の
措
置
並
び

に
す
べ
て
の
他
の
適
當
な
措
置
を
と
る
。

　
そ
れ
域
外
に
、
締
約
國
は
、
締
約
國
で
厭
州
防
衛
軍
又
は
そ
の
構
成
員
に
封

し
て
行
わ
れ
た
國
際
法
の
規
則
の
す
べ
て
の
侵
犯
に
野
し
て
、
そ
の
権
能
の
枠

内
で
刑
事
上
の
取
締
の
措
置
並
び
に
す
べ
て
の
他
の
適
當
な
措
置
を
と
る
。



　
　
　
　
第
八
二
條

麟
州
防
衛
軍
の
地
位
は
、

特
別
協
定
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
る
。

第
四
章
　
財
政
規
定

　
　
　
　
　
第
八
一
“
二
條

　
共
同
膣
の
財
政
上
の
管
理
は
、
こ
の
條
約
、
財
政
議
定
書
並
び
に
財
政
規
則

の
規
定
に
從
つ
て
確
保
さ
れ
る
。

　
こ
の
諸
規
定
を
顧
慮
し
て
、
財
務
監
査
官
及
び
會
計
委
員
會
を
創
設
す
る
、

そ
の
職
務
は
以
下
の
條
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
八
四
條

　
財
務
監
査
官
は
総
本
部
か
ら
濁
立
し
、
且
つ
閣
僚
會
議
に
勤
し
て
責
任
を
有

す
る
。
財
務
監
査
官
は
、
全
會
一
致
の
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
任
命
さ
れ
る
。
・
財

務
監
査
官
の
任
期
は
五
年
と
す
る
．
、
財
務
監
査
官
は
再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　
　
　
　
第
八
五
條

　
會
計
委
員
會
は
、
締
約
國
の
各
々
の
國
民
を
包
含
す
る
濁
立
の
團
騰
的
官
署

で
あ
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
全
會
一
致
を
以
て
こ
の
委
員
會
の
構
成
員
の
敷
を
決
定
し
、

且
つ
三
分
の
二
の
多
敷
に
よ
り
構
成
員
と
議
長
と
を
任
命
す
る
。
會
計
委
員
會

の
構
成
員
の
任
期
は
五
年
と
す
る
．
．
そ
の
職
は
再
任
命
を
妨
げ
な
い
。

　
　
　
　
　
第
八
六
條

　
こ
の
條
約
が
効
力
を
襲
生
す
る
と
直
ち
に
共
同
膿
の
す
べ
て
の
牧
入
及
び
す

べ
て
の
支
出
は
、
年
亥
共
同
豫
算
に
計
上
さ
れ
る
。

會
計
年
度
の
期
聞
は
、
一
年
に
亙
る
も
の
で
且
つ
一
月
一
日
を
以
て
姶
ま

隊
州
防
衛
共
同
盟
奪
設
立
す
る
た
め
の
條
約

る
。
こ
の
日
付
は
閣
僚
會
議
の
決
定
に
よ
っ
て
婆
更
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
八
七
條

　
総
本
部
は
、
締
約
國
の
政
府
と
協
議
し
且
つ
殊
に
第
七
一
條
の
規
定
を
考
慮

し
て
共
同
騰
の
豫
算
を
準
備
す
る
。
軍
備
、
装
備
、
給
養
並
び
に
施
設
の
共
同

計
豊
の
案
は
、
豫
算
案
に
附
驕
す
る
も
の
と
す
る
。

　
共
同
騰
の
各
々
の
機
關
の
固
有
な
牧
入
及
び
支
出
は
、
通
常
豫
算
の
特
別
な

部
の
封
象
と
な
る
。

　
2
　
閣
僚
會
議
は
、
こ
の
案
を
會
計
年
度
の
始
ま
る
前
少
く
と
も
三
月
以
内

に
受
領
す
る
。

　
閣
僚
會
議
は
一
月
の
期
間
内
に
亥
の
こ
と
を
決
定
す
る
。

　
　
a
　
全
會
一
致
に
よ
り
、
支
彿
額
及
び
契
約
額
の
総
豫
算
額
並
び
に
後
記

第
九
四
條
に
從
つ
て
決
定
さ
れ
た
各
締
約
國
の
分
澹
総
額
。
こ
の
分
捲
額
は
、

各
締
約
國
の
憲
法
上
の
規
則
に
從
い
當
該
國
家
の
豫
算
へ
の
計
上
を
確
保
さ
れ

た
各
締
約
國
に
蹄
せ
ら
れ
た
分
捲
額
で
あ
る
。

　
　
b
　
三
分
の
二
の
多
籔
に
よ
り
費
用
の
割
當
。

　
本
項
a
及
び
b
の
規
定
は
、
後
記
第
九
九
條
に
規
定
さ
れ
た
封
外
援
助
に
關

す
る
取
極
か
ら
生
ず
る
牧
入
及
び
支
出
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
財

政
議
定
書
に
規
定
さ
れ
た
共
同
豫
算
に
全
く
冤
許
さ
れ
て
い
る
牧
入
及
び
支
出

に
も
適
用
さ
れ
な
い
。

　
3
　
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
か
よ
う
に
承
認
さ
れ
た
共
同
豫
算
は
、
総
會
に
逡

達
さ
れ
且
つ
総
會
は
會
計
年
度
の
始
ま
る
前
逞
く
と
も
二
週
聞
に
そ
れ
に
つ
い

て
の
意
思
を
表
示
す
る
。

　
総
會
は
、
牧
入
又
は
支
出
を
附
加
し
、
縮
少
し
、
増
大
し
又
は
取
漕
す
修
罪

を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
提
案
は
、
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
探
揮
さ
れ

五
一

（
五
一
九
）



歓
州
防
衛
共
同
禮
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

た
豫
算
案
の
総
支
出
額
を
増
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
総
會
は
、
投
票
敷
の
三
分
の
二
の
多
敷
に
よ
り
及
び
総
會
の
構
成
員
の
多
敷

に
よ
り
、
総
豫
算
の
塵
棄
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
4
　
前
項
に
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
場
含
に
お
い
て
、
絡
本
部
叉
は
締
約
國

は
投
票
か
ら
十
五
日
以
内
に
、
第
二
讃
會
を
更
に
二
週
間
以
内
に
開
く
こ
と
を

閣
僚
會
議
に
要
請
す
る
。
絡
會
の
提
案
は
、
若
し
閣
僚
會
議
が
三
分
の
二
の
多

藪
に
ま
つ
て
承
認
し
た
場
合
に
探
繹
さ
れ
る
。
閣
僚
會
議
が
十
五
日
の
こ
の
期

間
内
ゆ
開
催
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
提
案
は
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
探
澤
さ
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
八
七
條
　
乙

　
　
1
　
前
記
第
八
七
條
と
異
な
る
取
極
に
よ
つ
て
、
條
約
の
効
力
嚢
生
と
こ

　
の
歴
年
の
終
了
と
の
間
の
期
間
の
會
計
年
度
に
關
す
る
豫
算
手
績
は
、
閣
僚

　
會
議
の
み
が
認
可
す
る
。

　
　
支
出
に
關
し
て
は
、
こ
の
豫
算
は
欧
州
防
衛
軍
を
組
織
す
る
前
に
軍
位
部

　
除
の
編
成
の
着
手
の
た
め
す
べ
て
の
締
約
國
の
軍
事
及
び
財
政
計
叢
を
、
で

　
き
る
限
り
の
手
段
で
考
慮
し
た
上
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
2
　
こ
の
豫
算
の
實
施
の
た
め
、
総
本
部
は
灌
限
あ
る
國
家
の
宮
署
に
、

　
そ
の
固
有
の
官
署
が
こ
の
用
務
を
行
使
す
る
地
位
に
な
い
限
度
で
及
び
漱
州

　
防
衛
軍
に
關
す
る
支
出
を
自
か
ら
の
た
め
に
行
使
す
る
監
督
を
委
任
す
る
。

　
　
3
　
こ
の
豫
算
が
承
認
さ
れ
る
ま
で
、
且
つ
そ
の
最
初
の
支
出
に
あ
て
る

　
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
共
同
艦
は
、
締
約
國
か
ら
後
に
分
捲
額
に
計

　
上
さ
れ
る
前
彿
を
受
領
す
る
。
こ
れ
ら
の
前
梯
か
ら
決
濟
さ
れ
る
支
出
は
共

　
同
豫
算
に
還
納
さ
れ
る
。

　
　
4
　
本
條
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
會
計
年
度
に
績
く
會
噺
年
度
の
豫
算

五
工

（
五
二
〇
）

　
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
準
備
さ
れ
、
決
定
さ
れ
且
つ
實
施
さ
れ
る
．

但
し

　
　
a
　
こ
の
會
計
年
度
の
豫
算
に
つ
い
て
締
約
國
の
分
捲
額
は
、
割
當
の
す

　
ぺ
て
他
の
方
法
を
排
除
し
て
北
大
西
洋
條
約
機
構
に
よ
つ
て
探
揮
さ
れ
た
手

　
櫨
潰
に
從
つ
て
確
定
さ
れ
る
。

　
　
b
　
か
よ
う
に
確
立
遂
れ
た
共
同
豫
算
が
、
北
大
西
洋
條
約
に
封
す
る
そ

　
の
約
束
の
履
行
又
は
こ
の
約
束
を
實
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
手
段
に
關

　
し
て
は
、
締
約
國
の
政
府
又
は
議
會
に
よ
つ
て
表
明
さ
れ
た
意
圖
と
一
致
し

　
な
い
と
感
ず
る
す
べ
て
の
締
約
國
の
要
求
に
よ
P
、
共
同
艦
は
か
よ
う
に
決

　
定
ざ
れ
た
豫
算
を
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
の
灌
限
あ
る
當
局
に
意
見
を
求
め

　
る
た
め
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
第
八
八
條

　
1
　
若
し
會
計
年
度
の
當
初
に
お
い
て
、
豫
算
が
な
お
確
定
的
に
認
あ
ら
れ

な
い
な
ら
ば
、
共
同
騰
は
前
年
度
の
豫
算
額
の
十
二
分
の
一
に
等
し
い
月
割
に

よ
つ
て
、
そ
の
支
出
に
あ
て
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
灌
能
は
、
會
計
年
度
の

開
始
の
日
よ
り
三
月
後
に
終
了
す
る
。
こ
の
支
出
は
前
年
の
支
出
の
四
分
の
一

を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
前
節
に
規
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
締
約
國
は
前
會
計
年
度
の
豫
算
に
記

載
さ
れ
た
分
捲
額
の
基
礎
に
よ
つ
て
共
同
膣
に
…
封
し
て
前
彿
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
前
彿
は
締
約
國
の
分
擢
．
額
の
中
に
計
上
さ
れ
る
。

　
本
項
第
一
節
に
規
定
さ
れ
た
期
聞
瀟
了
に
お
い
て
、
豫
算
が
な
お
確
定
し
な

い
な
ら
ば
、
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
豫
算
は
、
総
會
が
そ
れ
を
審
理

す
る
に
少
く
と
も
二
週
問
を
持
た
し
め
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
効
力
を
生
ず

る
Q



　
2
　
必
要
な
場
合
に
は
、
総
本
部
は
會
計
年
度
の
過
程
の
聞
に
補
充
豫
算
案

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
充
豫
算
は
通
常
豫
算
と
同
様
な
方
法
で
認
可

さ
れ
る
そ
の
期
聞
は
二
分
の
一
だ
け
縮
減
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
八
九
條

　
1
　
豫
算
は
、
部
、
款
及
び
項
に
分
け
ら
れ
る
。
豫
算
は
総
額
に
お
い
て
確

立
さ
れ
、
且
つ
共
同
膣
の
す
べ
て
の
牧
入
並
び
に
す
べ
て
の
麦
出
を
含
む
も
の

と
す
る
。

　
豫
算
は
、
特
に
歎
會
計
年
度
に
亙
る
軍
備
、
装
備
、
給
養
及
び
施
設
の
共
同

計
蚕
の
實
施
に
必
要
な
年
次
の
麦
出
を
包
含
す
る
。

　
2
　
豫
算
は
、
三
分
の
二
の
多
歎
に
よ
る
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
選
ば
れ
た
共

通
の
計
算
通
貨
に
よ
り
確
立
さ
れ
る
。
こ
の
計
算
通
貨
と
國
家
的
通
貨
と
の
關

係
は
各
國
に
よ
つ
て
共
同
膣
に
通
告
さ
れ
た
公
式
の
換
算
牽
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
第
九
〇
條

　
1
　
総
本
部
は
、
自
か
ら
の
豫
算
に
お
い
て
閣
僚
會
議
の
三
分
の
二
の
多
籔

に
よ
つ
て
か
、
又
は
財
政
規
則
に
よ
る
か
で
そ
れ
に
輿
え
ら
れ
た
一
般
的
叉
は

特
殊
的
授
権
の
枠
内
で
、
そ
の
管
理
に
關
す
る
職
務
の
聞
で
額
の
費
用
流
用
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
費
用
流
用
は
、
一
般
的
授
灌
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る

場
合
に
は
、
常
に
財
務
監
査
官
の
認
可
を
必
要
と
す
る
。

　
2
　
同
檬
な
條
件
の
下
に
、
類
似
の
費
用
流
用
は
そ
の
監
理
を
確
保
す
る
職

務
の
た
め
に
共
同
騰
の
他
の
機
關
に
賦
與
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
九
闘
條

　
豫
算
の
實
施
は
、
財
政
議
定
書
の
規
定
に
從
い
、
絡
本
部
及
び
共
同
膣
の
他

の
機
關
に
よ
つ
て
確
保
さ
れ
る
。

　
豫
算
の
確
定
及
び
實
施
に
つ
い
て
、
共
同
騰
の
機
關
は
北
大
西
洋
條
約
機
構

駄
州
防
衛
共
同
禮
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

に
封
し
て
加
盟
國
0
た
め
に
な
さ
れ
た
約
束
を
奪
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ

こ
の
條
約
が
効
力
を
護
生
す
る
以
前
に
、
第
三
國
と
締
約
國
の
と
聞
に
な
さ
れ

た
契
約
は
、
そ
の
契
約
に
署
名
し
た
政
府
の
合
意
に
よ
り
、
共
同
膣
の
利
釜
に

影
響
し
な
い
限
度
で
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
九
二
條

　
豫
算
の
實
施
は
、
財
務
監
査
官
に
よ
つ
て
監
督
さ
れ
る
。

　
支
出
の
約
束
を
認
許
す
る
総
本
部
の
す
べ
て
の
決
定
は
、
財
務
監
査
官
の
査

謹
に
付
託
さ
れ
る
。
財
務
監
査
官
は
、
支
出
の
豫
算
上
の
正
當
性
と
財
政
規
則

の
規
定
と
の
符
合
を
謹
明
す
る
。

　
前
記
第
五
四
條
及
び
第
五
七
條
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
総
本
部
は

財
務
監
査
官
の
査
護
の
拒
否
の
場
合
を
別
と
し
て
、
麦
出
の
た
め
財
務
監
査
官

に
特
別
な
要
求
を
書
面
を
以
て
傳
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
要
求
を
う
け
た

後
、
財
務
監
査
官
は
直
ち
に
そ
れ
を
閣
僚
會
議
に
報
告
し
、
閣
僚
會
議
は
で
き

る
限
り
速
か
に
そ
の
問
題
を
審
議
す
る
。

　
財
務
監
査
官
は
、
少
く
と
も
三
月
毎
に
閣
僚
會
議
に
豫
算
の
實
施
に
關
す
る

報
告
を
邊
達
す
る
。
閣
僚
會
議
は
、
こ
れ
を
総
會
に
通
告
す
る
。
こ
の
報
告

は
、
縛
本
部
の
財
政
管
理
に
關
す
る
す
べ
て
の
有
用
な
意
見
を
包
含
す
る
。

　
財
務
監
査
官
は
、
豫
算
案
に
つ
い
て
そ
の
意
見
を
與
え
る
。
こ
の
意
見
は
総

本
部
に
通
告
さ
れ
る
。
閣
僚
會
議
は
絡
會
に
付
託
さ
れ
る
豫
算
案
に
こ
の
意
見

を
附
加
す
る
。

　
　
　
　
　
第
九
三
條

　
共
同
膿
の
牧
入
は
家
の
も
の
を
含
む
。

　
a
　
締
約
國
に
よ
つ
て
支
彿
わ
れ
る
分
捲
額
。

　
b
　
共
同
騰
の
固
有
な
牧
入
。

五
三

（
五
二
幅
）



　
　
　
　
欧
州
防
衛
共
同
謹
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
c
．
共
同
騰
が
前
記
第
七
條
及
び
後
記
第
九
九
條
に
よ
つ
て
受
領
す
る
額
。

　
共
同
騰
は
、
ま
た
同
條
に
よ
つ
て
受
領
す
る
性
質
の
給
付
を
庭
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
九
四
條

　
こ
の
條
約
が
効
力
を
襲
生
す
る
と
複
ち
に
、
締
約
國
の
分
澹
額
は
、
北
大
西

洋
條
約
機
構
に
よ
つ
て
操
揮
さ
れ
た
手
績
に
從
い
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
決
定
さ

れ
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
殊
に
締
約
國
の
財
政
的
、
経
濟
酌
及
び
肚
會
的
能
力
を
考
慮

し
た
上
、
そ
の
役
割
の
公
李
な
割
嘗
を
確
保
す
る
よ
う
な
分
澹
額
の
決
定
を
行

う
た
め
に
適
當
な
方
法
を
研
究
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致

の
認
可
に
よ
る
こ
と
を
要
し
且
つ
こ
の
認
可
を
衣
會
計
年
度
の
始
め
か
ら
適
用

す
る
。

　
か
よ
5
な
方
法
に
つ
い
て
一
致
を
敏
く
場
合
に
は
、
分
澹
額
は
北
大
西
洋
條

約
機
構
に
よ
り
採
澤
さ
れ
た
手
績
に
從
つ
て
決
定
す
る
こ
と
を
績
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
九
五
條

　
1
　
前
條
に
從
つ
て
決
定
さ
れ
た
分
澹
額
は
、
各
月
の
初
日
に
十
二
分
の
一

づ
つ
國
家
の
通
貨
で
支
彿
わ
れ
る
。
閣
僚
會
議
は
全
會
一
致
の
決
定
に
よ
つ
て

一
國
家
が
そ
の
國
家
の
通
貨
以
外
の
通
貨
に
お
い
て
の
分
澹
額
の
支
彿
を
な
す

こ
と
を
承
認
す
る
。

　
2
　
換
算
率
の
攣
更
あ
る
場
合
に
は
、
分
捲
額
に
つ
い
て
當
然
負
捲
す
べ
く

残
さ
れ
て
い
る
額
は
、
新
ら
し
い
換
算
傘
に
も
と
づ
く
調
整
の
野
象
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
調
整
に
鷹
ず
る
額
に
つ
い
て
の
共
同
騰
に
封
す
る
債
務
國
は
、

換
算
牽
の
修
正
の
結
果
と
し
て
共
同
騰
が
受
け
た
損
失
に
制
限
ざ
れ
た
額
ま
で

請
求
さ
れ
る
。
こ
の
制
限
は
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。

五
四

（
五
二
二
）

　
締
約
國
は
、
貨
幣
改
革
の
場
合
に
、
契
約
嘗
事
者
と
し
て
國
家
に
ょ
っ
て
な

さ
れ
た
塵
置
の
適
用
か
ら
共
同
騰
の
契
約
に
つ
い
て
生
ず
る
附
加
的
な
支
出
の

全
額
を
負
捲
す
る
。

　
3
　
若
し
豫
算
の
實
施
の
聞
に
、
こ
の
通
貨
の
換
算
奪
の
公
的
修
正
な
し
に

は
、
一
締
約
國
の
通
貨
の
購
買
力
が
、
締
約
國
の
通
貨
の
購
買
力
と
の
關
係
に

お
い
て
明
白
に
下
ま
わ
る
場
合
に
は
、
閣
僚
會
議
は
、
総
本
部
叉
は
締
約
國
の

要
求
に
よ
り
こ
の
事
態
か
ら
生
ず
る
共
同
騰
の
損
失
の
補
充
を
可
能
と
す
る
よ

う
に
強
討
す
る
。

　
　
　
　
　
第
九
六
條

　
共
同
騰
は
、
豫
算
の
確
立
及
び
實
施
の
際
、
締
約
國
聞
に
又
は
そ
れ
ら
と
第

三
國
と
の
聞
に
、
締
約
國
の
輕
濟
的
及
び
通
貨
の
安
定
に
影
響
す
る
支
梯
を
制

限
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。

　
財
政
規
則
は
、
こ
の
支
彿
が
實
施
さ
れ
る
條
件
に
從
つ
て
そ
の
方
法
を
定
め

る
。　

若
し
豫
算
の
實
施
の
結
果
と
し
て
、
一
締
約
國
の
趣
濟
的
並
び
に
通
貨
上
の

安
定
が
危
く
さ
れ
る
な
ら
ば
、
総
本
部
は
こ
の
國
の
要
求
並
び
に
關
係
政
府
と

の
合
意
に
よ
つ
て
必
要
な
匡
正
の
措
置
を
と
る
。
■
若
し
こ
の
措
置
に
つ
い
て
の

合
意
が
興
え
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
閣
僚
會
議
は
、
絡
本
部
の
叉
は
一
締
約
國
の

要
求
に
よ
り
こ
の
條
約
の
規
定
に
從
つ
て
問
題
を
提
起
し
且
つ
必
要
な
措
置
を

と
る
。

　
締
約
國
は
、
共
同
騰
の
利
釜
の
た
め
に
國
際
的
支
梯
に
つ
い
て
外
國
爲
替
法

に
よ
つ
て
科
せ
ら
れ
た
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
九
七
條

　
1
　
會
計
監
察
は
、
財
政
規
則
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
形
式
に
從
つ
て
會
計



委
員
會
に
よ
り
費
施
さ
れ
る
。

　
會
計
委
員
會
は
、
謹
擦
書
類
に
も
と
づ
い
て
、
共
同
騰
の
歳
出
豫
算
額
の
實

施
の
合
法
規
性
と
愛
當
な
利
用
を
監
察
す
る
。
會
計
委
員
會
は
、
そ
の
監
察
の

行
動
の
た
め
に
締
約
國
の
監
察
の
機
關
か
ら
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
會
計
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
閣
僚
會
議
に
提
出
さ
れ
、
閣

僚
會
議
は
會
計
年
度
の
満
了
の
後
、
逞
く
と
も
六
月
以
内
に
総
會
に
邊
達
さ
れ

る
。

　
こ
の
報
告
に
も
と
づ
い
て
、
會
計
委
員
會
は
審
査
期
聞
に
そ
の
財
政
的
監
督

に
關
す
る
各
々
の
機
關
の
責
任
冤
除
を
認
可
す
る
提
案
を
閣
僚
會
議
に
付
託
す

る
。
閣
僚
會
議
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
そ
れ
に
つ
い
て
決
定
を
な
す
縛
會
に
蓬

達
す
る
。

　
責
任
冤
除
は
、
纏
會
が
三
分
の
二
以
上
の
投
票
及
び
総
會
の
構
成
員
の
多
敷

に
よ
つ
て
拒
否
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
輿
え
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
九
八
條

　
締
約
國
政
府
は
、
そ
の
職
務
の
途
行
の
た
め
使
用
す
る
説
明
書
の
記
録
の
邊

達
を
財
務
監
査
官
及
び
會
計
委
員
會
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
九
九
條

　
総
本
部
は
、
共
同
騰
か
ら
供
給
さ
れ
る
物
質
的
並
び
に
財
政
的
封
外
援
助
に

關
す
る
問
題
を
庭
理
す
る
。

　
共
同
騰
か
ら
供
給
さ
れ
る
封
外
援
助
に
關
す
る
す
べ
て
の
取
極
は
、
封
外
援

助
に
關
す
る
財
政
議
定
書
の
特
別
な
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
閣
僚
會
議
の

決
定
に
よ
り
與
え
ら
れ
る
。

　
共
同
髄
は
、
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
の
同
意
に
よ
つ
て
前
記
二
條
に
規
定
さ

れ
た
目
的
を
蓬
成
す
る
た
め
、
第
三
國
に
援
助
を
與
え
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ

殴
州
防
衛
共
同
禮
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

と
が
で
き
る
。

　
共
同
騰
又
は
締
約
國
が
受
け
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
厭
州
防
衛
軍
に
命
じ
ら
れ

た
物
質
的
甥
外
援
助
は
、
総
本
部
に
よ
つ
て
管
理
さ
れ
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
三
分
の
二
の
多
敷
決
に
よ
り
、
到
外
援
助
に
關
し
て
、
総
本

部
の
行
動
が
一
叉
は
そ
れ
以
上
の
締
約
國
の
輕
濟
的
、
財
政
的
並
び
に
肚
會
的

安
定
を
危
く
ル
な
い
こ
と
を
保
謹
す
る
た
め
に
、
総
本
部
に
封
し
て
一
般
酌
指

示
を
な
す
灌
能
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
醐
O
O
條

　
共
同
騰
の
民
聞
入
及
び
軍
人
の
給
與
の
條
件
は
、
そ
の
恩
給
纏
と
同
檬
に
、

こ
の
條
約
の
附
屡
議
定
書
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
る
。

第
五
章
　
経
濟
規
定

　
　
　
　
　
第
一
〇
剛
條

　
総
本
部
は
、
締
約
國
の
政
府
と
協
議
し
て
、
厭
州
防
衛
軍
の
共
同
の
軍
備
、

装
備
、
給
養
並
び
に
施
設
の
計
書
を
準
備
し
且
つ
前
記
第
九
一
條
の
規
定
に
從

つ
て
計
畳
の
實
施
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
第
欄
O
二
條

　
1
　
こ
の
計
書
の
準
備
と
實
施
に
お
い
て
、
綴
本
部
は
、
次
の
義
務
を
有
す

る
。　

　
a
　
締
約
國
の
各
々
の
技
術
的
及
び
脛
濟
的
能
力
を
最
大
限
度
に
利
用

し
、
且
つ
そ
れ
ら
の
間
の
い
ず
れ
か
の
脛
濟
に
重
大
な
動
揺
を
惹
起
す
る
こ
と

を
避
け
る
。

　
　
b
　
締
約
國
に
よ
つ
て
供
給
さ
れ
る
分
澹
額
を
計
算
し
、
且
つ
通
貨
爲
替

五
五

（
電
二
三
）



駄
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

に
關
し
て
こ
の
條
約
で
定
め
ら
れ
た
規
則
を
尊
重
す
る
。

　
　
c
　
北
大
西
洋
條
約
機
構
に
所
圃
す
る
機
關
と
共
同
し
て
、
兵
員
、
装
備
、

給
養
及
び
施
設
を
同
じ
程
度
に
且
つ
で
き
る
だ
け
速
に
簡
易
化
し
、
標
準
化
す

る
。

　
2
　
閣
僚
會
議
は
、
前
に
述
べ
ら
れ
た
原
則
の
枠
内
で
、
一
般
的
指
令
を
総

本
部
に
與
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
指
令
は
、
三
分
の
二
の
多
敷
に
よ
つ
て

襲
せ
ら
れ
惹
。

　
　
　
　
　
第
網
〇
三
條

　
1
　
計
書
の
實
施
の
た
め
に
必
要
な
麦
出
は
、
計
甕
の
種
々
な
部
門
の
實
施

に
つ
い
て
の
地
理
的
割
當
の
見
積
り
を
附
加
的
に
包
含
す
る
豫
算
に
お
い
て
表

示
さ
れ
る
。
豫
算
の
認
可
は
こ
の
計
書
の
認
可
と
み
な
さ
れ
る
。

　
2
　
総
本
部
は
、
藪
年
の
期
聞
に
亙
る
計
書
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
本
部
は
、
こ
の
計
書
に
つ
い
て
閣
僚
會
議
の
認
知
を
認
め
、
且
つ
敷
年
に
亙

る
財
政
的
約
束
を
包
括
す
る
そ
の
計
書
に
封
し
て
原
則
的
認
可
を
與
え
る
こ
と

を
閣
僚
會
議
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
認
可
は
閣
僚
會
議
の
三
分
の

二
の
多
敷
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
第
一
〇
四
條

　
1
　
総
本
部
は
、
閣
僚
會
議
及
び
締
約
國
の
政
府
と
協
議
し
て
計
書
の
賓
施

を
確
保
す
る
。

　
2
　
総
本
部
は
、
契
約
の
作
成
、
實
施
の
監
理
、
螢
務
並
び
に
供
給
の
仕
方

及
び
決
濟
を
確
實
に
す
る
。

　
総
本
部
は
、
共
同
騰
の
た
め
に
最
も
有
利
な
條
件
で
、
各
締
約
國
の
資
源
を

利
用
し
う
る
よ
う
に
す
べ
て
の
種
類
の
地
方
分
灌
化
さ
れ
た
民
聞
の
役
務
を
認

可
す
る
。

五
六

（
五
二
四
）

　
3
　
契
約
の
作
成
は
、
軍
事
上
の
秘
密
、
技
術
的
要
求
及
び
後
記
第
四
項
に

定
め
ら
れ
た
規
則
に
よ
る
緊
急
な
事
情
に
よ
つ
て
正
當
化
さ
れ
る
例
外
を
除

き
、
可
能
な
最
も
廣
い
競
雫
に
訴
え
た
後
に
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
契
約
は
、

公
開
の
叉
は
制
限
さ
れ
た
競
責
後
若
し
く
は
競
費
な
し
に
（
合
意
の
上
で
）
提

供
を
保
謹
し
う
る
講
負
人
と
締
結
さ
れ
る
。
請
負
人
は
、
公
開
さ
れ
た
競
費
國

に
お
い
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
國
籍
に
も
と
づ
く
除
外
は
、
締
約
國
の

管
轄
に
驕
す
る
事
に
關
し
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
前
記
第

一
〇
二
條
の
規
定
の
枠
内
で
、
註
文
は
最
も
有
利
な
申
出
を
な
す
者

に
與
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
4
　
契
約
の
作
成
、
實
施
の
監
理
、
螢
務
及
び
供
給
の
仕
方
並
び
に
決
濟
に

關
す
る
手
績
の
條
件
は
、
規
則
の
方
法
に
よ
つ
て
確
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
則

は
、
総
本
部
に
よ
つ
て
、
閣
瞭
會
議
の
同
意
に
付
託
さ
れ
閣
僚
會
議
の
三
分
の

二
の
多
歎
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
則
は
、
同
様
の
手
績
に
よ
つ
て
修

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
5
　
一
定
の
額
を
超
え
る
契
約
は
、
綴
本
部
の
決
定
前
に
締
約
國
の
各
々
の

國
民
を
含
む
契
約
委
員
會
の
意
見
に
付
託
さ
れ
る
。
若
L
そ
れ
が
灌
限
あ
る
契

約
委
員
會
の
意
見
を
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
総
本
部
は
、
閣
僚
會
議
に
理
由

あ
る
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
項
の
適
用
の
條
件
は
決
定
の
方
法
に
よ
つ
て
確
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
則

は
総
本
部
に
よ
り
閣
僚
會
議
の
意
見
に
付
託
さ
れ
る
。
閣
僚
會
議
は
三
分
の
二

の
多
藪
に
ま
つ
て
定
め
る
。
規
則
は
同
様
な
手
績
に
よ
つ
て
修
正
さ
れ
る
。

　
6
　
共
同
騰
と
一
締
約
國
の
領
域
に
在
住
す
る
第
三
者
と
の
聞
に
締
結
さ
れ

た
契
約
に
關
す
る
紛
孚
に
つ
い
て
、
行
政
的
管
轄
か
司
法
的
管
轄
か
、
事
物
管

轄
か
土
地
管
轄
か
の
訴
訟
方
法
並
び
に
適
用
さ
れ
る
法
規
が
決
定
さ
れ
る
。



　
　
a
　
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
の
所
在
地
法
に
よ
る
。

　
　
b
　
他
の
す
べ
て
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
行
爲
者
の
佳
所
地
法
に
よ
る
。

　
こ
の
規
則
は
當
事
者
聞
の
合
意
に
よ
つ
て
墜
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し

管
轄
権
の
行
政
的
叉
は
司
法
的
性
格
及
び
事
物
管
轄
灌
を
害
し
て
は
な
ら
な

い
。

　
総
本
部
は
、
通
常
、
特
殊
な
場
合
又
は
共
同
騰
に
依
存
す
る
裁
釧
所
に
提
訴

さ
れ
る
場
合
に
は
か
よ
5
な
合
意
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
7
　
若
し
総
本
部
が
こ
の
計
書
の
實
施
に
お
い
て
公
の
秩
序
の
干
渉
叉
は
企

業
の
聞
に
一
致
し
た
取
極
叉
は
蜜
行
が
、
競
雫
の
通
常
の
仕
方
を
非
常
に
曲
げ

若
し
く
は
制
限
し
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
総
本
部
は
そ
れ
を
閣
僚
會
議

に
提
出
す
る
。
閣
僚
會
議
は
か
よ
う
な
事
態
を
匡
正
す
べ
ぎ
措
置
を
全
會
一
致

で
決
定
す
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
同
檬
な
條
件
の
も
と
に
一
締
約
國
に
よ
つ
て
も
提
出
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
第
周
〇
四
條
　
乙

　
　
第
一
〇
四
條
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
さ
れ
た
規
則
は
、
こ
の
條
約
が

　
効
力
を
登
生
し
た
後
、
遅
く
と
も
六
月
以
内
に
閣
僚
會
議
の
認
可
の
た
め
に

　
付
託
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
規
則
が
領
布
さ
れ
る
ま
で
、
総
本
部
は
締
約
國
に
お
け
る
現
行
法
又

　
は
執
行
規
定
に
從
つ
て
契
約
の
作
成
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
第
圃
〇
五
條

　
縄
本
部
が
、
計
書
の
全
部
又
は
一
部
の
實
施
が
例
え
ば
原
料
の
供
給
の
不
充

足
、
必
需
品
叉
は
設
備
品
の
敏
乏
又
は
法
外
に
高
い
贋
格
に
よ
り
實
施
で
き
な

い
と
、
若
し
く
は
そ
の
實
施
が
要
求
さ
れ
た
期
限
内
に
確
保
し
え
な
い
と
い
う

欧
州
防
衛
共
同
騰
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

よ
う
な
困
難
に
當
面
す
る
と
認
め
る
な
ら
ば
、
総
本
部
は
そ
れ
を
閣
僚
會
議

に
提
起
し
、
且
つ
こ
の
困
難
を
除
去
す
る
相
當
な
手
段
に
つ
い
て
閣
僚
會
議
と

審
議
す
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
全
會
一
致
に
よ
り
総
本
部
と
協
議
し
て
と
る
べ
き
措
置
を
決

定
す
る
。

　
前
箇
に
規
定
さ
れ
た
措
置
に
つ
い
て
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
の
決
定
を
敏
く

場
合
に
は
、
縄
本
部
は
關
係
政
府
と
協
議
し
た
後
、
こ
の
計
書
に
規
定
さ
れ
た

期
聞
内
に
註
文
の
設
定
及
び
實
施
を
確
保
す
る
た
め
、
且
つ
締
約
國
の
纒
濟
の

聞
に
生
ず
る
負
推
を
で
き
る
限
り
均
等
に
分
配
す
る
必
要
を
考
慮
し
て
、
法
外

に
高
く
は
な
い
橿
格
に
お
い
て
締
約
國
に
萄
告
す
る
。
閣
僚
會
議
は
三
分
の
二

の
多
敷
に
よ
つ
て
縮
本
部
に
こ
の
萄
告
を
な
す
に
つ
い
て
の
一
般
的
指
示
を
與

え
る
。

　
こ
の
萄
告
を
受
け
た
締
約
國
は
、
十
日
以
内
に
そ
れ
に
つ
い
て
決
定
す
る
閣

僚
會
議
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
閣
〇
六
條

　
総
本
部
は
、
こ
の
計
書
の
實
施
の
手
段
と
同
檬
に
、
軍
事
的
分
野
に
お
け
る

科
學
的
及
び
技
術
的
研
究
に
つ
い
て
の
共
同
計
書
を
準
備
す
る
。
こ
の
計
葺

は
、
歓
州
防
衛
軍
の
軍
備
、
装
億
、
給
養
及
び
施
設
の
共
同
計
書
と
同
様
な
條

件
で
、
閣
僚
會
議
の
認
可
に
付
託
さ
れ
る
。

　
総
本
部
は
、
研
究
に
つ
い
て
の
共
同
計
書
の
實
施
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
第
閣
〇
七
條

　
1
　
験
雫
資
材
の
生
産
、
第
三
國
か
ら
産
出
さ
れ
又
は
提
供
さ
れ
る
験
雫
資

材
の
輸
入
及
び
鍮
出
、
験
雫
資
材
の
生
産
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
設
備
に
直
接

に
關
係
す
る
手
段
、
同
様
に
載
雫
資
材
に
つ
い
て
の
實
瞼
上
の
模
型
の
製
作
並

五
七

（
五
二
五
）



鰍
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

び
に
技
術
的
研
究
は
、
後
記
第
三
項
の
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
ぎ
禁
止
さ
れ
る
。

　
本
條
は
、
一
定
の
験
雫
手
段
の
使
用
の
禁
止
に
關
す
る
國
際
法
の
規
則
を
奪

重
し
て
適
用
さ
れ
る
。

　
2
　
前
記
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
禁
止
の
封
象
と
な
る
験
雫
資
材
の
種
類

は
、
こ
の
條
に
結
合
さ
れ
た
附
麗
1
に
規
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
附
属
は
、
総
本
部
又
は
閣
僚
會
議
の
一
構
成
員
か
ら
の
護
案
に
も
と
づ

き
三
分
の
二
の
多
敷
に
よ
る
閣
僚
會
議
の
決
定
に
よ
つ
て
修
正
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
3
　
総
本
部
は
、
本
條
の
適
用
の
た
め
及
び
験
雫
資
材
の
生
産
、
輪
入
及
び

輪
出
、
並
び
に
生
産
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
設
備
に
直
接
に
關
係
す
る
手
段
又

は
同
様
に
載
雫
資
材
に
つ
い
て
の
實
験
上
の
模
型
の
製
作
並
び
に
技
術
的
研
究

に
認
可
を
與
え
る
た
め
手
績
を
規
則
に
よ
つ
て
定
め
る
。

　
4
　
総
本
部
に
よ
る
認
可
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
。

　
　
a
　
総
本
部
は
、
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
の
決
定
に
よ
る
場
合
を
除
き
、

験
略
的
に
曝
露
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
條
に
結
合
す
る
附
属
∬
に
あ

げ
ら
れ
た
武
器
に
關
し
勇
許
を
與
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
b
　
総
本
部
は
、
締
約
國
政
府
間
の
取
極
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
領
域
内

で
も
、
軍
事
的
目
的
の
た
め
に
新
ら
し
い
火
藥
製
造
所
に
つ
い
て
冤
許
を
與
え

て
は
な
ら
な
い
。
総
本
部
は
、
本
條
の
規
定
の
た
め
に
、
組
織
に
よ
つ
て
そ
の

嚴
守
を
保
詮
す
る
常
設
的
な
槍
査
官
を
任
命
し
て
か
よ
う
な
冤
許
を
な
さ
し
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
檬
な
手
綾
は
、
附
属
豆
の
四
項
d
節
に
規
定
さ
れ
た

封
室
防
衛
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
短
距
離
誘
導
暉
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　
　
¢
　
楡
出
に
關
し
て
は
、
総
本
部
は
、
若
し
総
本
部
が
國
家
的
安
全
及
び

五
八

（
五
二
六
）

共
同
騰
の
不
時
の
國
際
的
義
務
と
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
な
ら
ば
菟
許
を
與
え

る
。

　
　
d
　
戦
雫
資
材
に
關
す
る
實
験
上
の
模
型
の
製
作
並
び
に
技
術
的
研
究
に

關
し
て
は
、
総
本
部
が
こ
の
製
造
叉
は
こ
の
研
究
が
共
同
騰
の
封
内
的
安
全
に

封
し
て
損
害
を
興
え
る
こ
と
は
な
い
と
認
め
る
限
り
、
そ
し
て
第
三
九
條
第
二

，
項
に
規
定
さ
れ
た
條
件
で
組
織
さ
れ
た
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
他
の
指
示
が
與
え

ら
れ
な
け
れ
ば
冤
許
が
與
え
ら
れ
る
。

　
　
e
　
総
本
部
は
、
厭
州
防
衛
軍
の
部
分
に
包
含
さ
れ
な
い
締
約
國
の
軍
隊

に
、
並
び
に
防
衛
の
責
任
を
引
受
け
る
締
約
國
の
い
ず
れ
か
と
同
盟
す
る
軍
隊

に
必
要
な
験
雫
資
材
の
生
涯
、
輸
入
及
び
轍
出
の
』
般
的
冤
許
を
與
え
る
。
総

本
部
は
同
嫌
に
こ
の
冤
許
の
受
釜
者
が
、
そ
の
目
的
以
上
に
利
用
し
な
い
こ
と

を
確
保
す
る
取
締
を
行
う
。

　
　
f
　
総
本
部
は
、
こ
れ
ら
が
民
事
上
の
目
的
の
た
め
に
限
ら
れ
た
附
属
1

に
あ
げ
ら
れ
た
産
物
に
關
す
る
一
般
的
冤
許
を
與
え
る
。
且
つ
同
檬
に
こ
の
冤

許
の
受
釜
者
が
そ
の
目
的
以
上
に
利
用
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
取
締
を
行

》
フ
◎

　
5
　
第
三
項
に
規
定
さ
れ
た
規
則
は
、
三
分
の
二
の
多
敷
に
ょ
る
閣
僚
會
議

の
同
意
に
も
と
づ
き
総
本
部
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
規
則
は
総
本
部
又
は
閣

僚
會
議
の
構
成
員
の
獲
案
に
よ
り
三
分
の
二
の
多
歎
に
よ
る
閣
僚
會
議
の
同
意

に
よ
つ
て
修
正
さ
れ
る
。

　
6
　
総
本
部
の
要
求
に
ょ
り
裁
到
所
は
、
第
六
七
條
に
規
定
さ
れ
た
裁
剣
所

規
程
に
よ
つ
て
確
定
さ
れ
た
條
件
で
、
本
條
の
規
定
を
優
犯
す
る
個
人
又
は
企

業
に
封
し
て
以
下
の
如
く
裁
判
す
る
。

　
鞍
雫
資
材
の
生
蓬
、
鍮
入
及
び
轍
出
に
つ
い
て
は
、
罰
金
及
び
科
料
は
、
理



由
と
な
る
産
物
の
償
格
の
五
十
倍
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
最
高
額

は
殊
に
重
大
な
場
合
又
は
再
犯
の
場
含
に
は
倍
加
さ
れ
る
か
又
は
國
家
の
通
貨

で
一
萬
合
衆
國
ド
ル
に
相
鷹
す
る
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
技
術
的
研
究
又
は
實
験
上
の
模
型
の
製
作
及
び
験
雫
資
材
の
生
産
を
直
接
に

行
う
手
段
に
關
し
て
は
、
、
罰
金
の
最
高
額
は
、
國
家
の
通
貨
で
十
萬
合
衆
國
ド

ル
に
相
當
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
額
は
殊
に
重
大
な
場
合
又
は
累
犯
の
場
合
に

お
い
て
は
、
國
家
の
通
貨
で
百
萬
合
衆
國
ド
ル
に
相
嘗
す
る
額
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
幽
〇
七
條
　
附
屑
1

　
　
1
　
兵
器

　
　
　
携
帯
用
火
器
。
猿
銃
及
び
七
ミ
リ
以
下
の
口
径
の
火
器
を
除
く
。

　
　
　
機
關
銃

　
　
　
封
職
車
兵
器

　
　
　
砲
及
び
迫
撃
砲

　
　
　
封
空
兵
器
（
U
O
》
）

　
　
　
煙
幕
、
瓦
斯
及
び
火
焔
放
射
器

　
　
　
第
一
節
に
規
定
さ
れ
た
兵
器
の
た
め
の
揮
藥
及
び
手
榴
弾

　
　
　
自
走
兵
器

　
　
　
す
ぺ
て
の
種
類
の
水
雷

　
　
　
す
べ
て
の
種
類
の
地
雷

　
　
　
す
べ
て
の
種
類
の
爆
揮

　
　
　
軍
用
の
た
め
の
火
藥
及
び
爆
登
物
。
・
ケ
ッ
ト
に
よ
る
推
進
の
た

　
a

　
b

　
C

　
d

　
e

　
f

2
　
軍
用
の
た
め
の
す
べ
て
の
種
類
の
弾
藥
及
び
・
ケ
ヅ
ト

　
我

　
b

　
e

　
d

　
e

　
f

め
に
本
源
的
に
用
い
ら
れ
た
物
贅
を
含
む
。

　
　
　
敏
州
防
衛
共
同
燈
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

民
間
の
使
用
に
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
は
除
か
れ
る
。
殊
に
、

　
花
火
化
合
物

　
雷
管
爆
藥

　
雷
酸
水
銀

　
鉛
の
窒
化
物

　
鉛
の
三
・
ニ
ト
ロ
レ
ゾ
ル
シ
ノ
；
ル
（
ス
チ
イ
フ
ナ
ー
ト
）

　
テ
ト
ラ
ゼ
ー
ン

　
盤
化
爆
藥

　
二
硝
酸
ト
ニ
！
ユ
エ
ン
又
は
二
硝
酸
ナ
フ
タ
リ
ン
を
含
む
硝
酸
聖
爆
藥

　
硝
酸
繊
維
火
藥

　
黒
色
火
藥

　
六
〇
％
以
下
の
濃
度
の
過
酸
化
水
素

　
九
九
％
以
下
の
濃
度
の
硝
酸

　
三
〇
％
以
下
の
ハ
イ
ド
ジ
ン
の
水
酸
化
物
r

4
　
装
甲
器
材

　
a
　
職
車

　
b
　
装
甲
車

　
c
　
装
甲
列
車

5109876
す
べ
て
の
型
の
軍
用
艦
艇

す
べ
て
の
型
の
軍
用
航
空
機

鎌
　
＄
多
に
限
ξ

前
記
1
、
2
、
4
、
5
、
6
の
項
に
列
畢
さ
れ
る
目
的
の
一
つ
の
構

五
九

（
五
二
七
）



　
　
　
欧
州
防
衛
共
同
豊
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

成
の
た
め
に
の
み
利
用
さ
れ
る
構
成
部
分
。

　
虹
　
前
記
1
、
2
、
4
、
5
、
6
の
項
に
列
畢
さ
れ
る
目
的
の
一
つ
の
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

邉
の
た
め
に
の
み
利
用
さ
れ
る
機
器
。

　
　
（
1
）
　
総
本
部
は
、
使
用
が
原
則
と
し
て
民
問
の
竜
の
で
あ
る
化
學
的
及
び
生
物
的
資
勧
の

　
必
要
な
認
可
を
輿
え
る
こ
と
が
で
き
る
o
若
し
総
本
部
が
こ
の
働
外
と
一
致
し
え
な
い
と
考
え

　
る
場
合
に
は
、
総
本
部
に
よ
つ
て
行
使
さ
れ
る
取
締
は
、
專
ら
そ
の
優
用
に
向
け
ら
れ
る
。

　
　
（
2
）
前
記
1
0
及
び
n
の
項
に
規
定
さ
れ
た
擬
器
に
關
す
る
摸
型
の
製
作
及
び
技
術
的
研
究

　
は
、
第
一
〇
七
條
の
規
定
の
竜
と
に
あ
る
竜
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
第
剛
〇
七
條
　
附
騰
豆

　
こ
の
附
厨
は
、
後
記
1
か
ら
W
項
に
規
定
さ
れ
た
兵
器
並
び
に
こ
の
兵
器

の
生
産
の
た
め
に
特
別
に
考
案
さ
れ
た
生
産
手
段
を
含
む
も
の
と
す
る
。
但

し
こ
の
附
属
の
互
か
ら
W
項
の
規
定
は
、
民
間
の
需
要
の
た
あ
に
又
は
基
本

科
學
並
び
に
感
用
科
學
の
分
野
に
お
い
て
科
學
的
、
署
學
的
及
び
産
業
上
の

研
究
に
利
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
装
置
叉
は
構
成
部
分
、
器
具
、
生
産
手
段
、

産
物
及
び
機
關
を
除
外
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
1
原
子
兵
器

　
a
　
原
子
兵
器
は
、
核
燃
料
又
は
放
射
能
の
同
位
元
素
を
含
み
又
は
使
用

し
て
考
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
兵
器
と
す
る
。
且
つ
制
限
さ
れ
な
い
核
の
爆
裂

又
は
他
の
憂
化
に
よ
る
若
し
く
は
核
燃
料
又
は
放
射
能
の
同
位
元
素
に
よ
る

原
子
兵
器
は
、
重
大
な
破
襲
、
　
一
般
的
被
害
又
は
重
大
な
有
毒
性
の
も
の
と

さ
れ
る
。

　
b
　
原
子
兵
器
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
他
の
も
の
は
、
a
節
に
規
定
さ
れ

た
兵
器
の
た
め
に
特
別
に
考
案
さ
れ
又
は
そ
の
基
本
的
な
す
べ
て
の
部
分
、

装
置
、
構
成
部
分
又
は
物
質
で
あ
る
。

　
c
　
五
〇
〇
グ
ラ
ム
を
超
え
る
量
で
い
ず
れ
か
の
一
年
の
間
に
産
出
す
る

六
〇

（
五
二
八
）

核
燃
料
の
す
ぺ
て
の
分
量
は
、
原
子
兵
器
の
た
め
に
特
別
に
含
ま
れ
又
は
基

本
的
に
利
用
さ
れ
る
物
質
と
み
な
さ
れ
る
。

　
d
　
前
の
定
義
の
中
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
な
核
燃
料
の
用
語
は
、
プ
ラ
ト

ニ
ウ
ム
、
　
ウ
ラ
ニ
ゥ
ム
　
悼
¢
Q
Q
Q
●
　
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
　
鱒
㊤Q
弾
　
（
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
　
鵠
c
ゆ
㎝
　
の

重
量
で
聾
一
畿
以
上
に
高
め
ら
れ
た
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
含
ま
れ
た
ウ
ラ
ニ
ウ

ム
器
㎝
を
含
む
）
及
び
核
分
裂
に
よ
P
又
は
溶
解
に
よ
り
叉
は
物
質
か
ら
の

核
の
他
の
反
作
用
に
よ
P
、
原
子
エ
ネ
ル
ギ
r
に
評
債
し
う
る
重
量
と
な
る

こ
と
の
で
き
る
す
べ
て
の
他
の
物
質
を
含
む
も
の
と
す
る
。
前
記
の
物
質
は
、

化
學
的
又
は
物
理
的
歌
態
の
下
に
お
い
て
、
物
質
が
な
る
い
ず
れ
か
の
も
の

が
核
燃
料
と
み
な
さ
れ
る
庵
の
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
豆
　
化
學
兵
器

　
駄
　
化
學
兵
器
は
、
窒
息
の
、
有
毒
の
、
刺
激
の
、
麻
痺
の
、
登
育
調
整

の
、
反
減
摩
剤
の
い
ず
れ
か
の
化
學
的
物
質
の
反
鷹
の
特
性
を
、
軍
事
的
目

的
に
利
用
す
る
こ
と
を
特
別
に
考
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
装
置
及
び
機
關
を
意

昧
す
る
。

　
b
　
c
節
の
規
定
を
留
保
し
て
、
a
節
に
読
明
さ
れ
た
装
置
及
び
機
關
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
な
特
性
を
持
ち
又
は
持
ち
や
す
い
化
學
的
産
物
は
、
こ
の

定
義
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
c
　
李
時
に
お
い
て
民
間
の
需
要
の
み
に
用
い
ら
れ
る
a
及
び
b
節
に
説

明
さ
れ
た
化
學
的
産
物
の
機
關
及
び
重
量
は
、
こ
の
定
義
か
ら
除
外
す
る
も

の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
皿
　
生
物
兵
器

　
a
　
生
物
兵
暴
は
、
有
毒
な
昆
虫
又
は
有
毒
な
他
の
生
き
て
い
る
生
物
又

は
死
し
た
生
物
又
は
そ
の
産
物
を
軍
事
的
目
的
に
利
用
す
る
た
め
特
別
に
考



案
さ
れ
た
す
べ
て
の
装
置
及
び
機
關
を
意
味
す
る
。

　
b
　
c
節
の
規
定
を
留
保
し
て
、
翫
節
に
説
明
さ
れ
た
装
置
叉
は
機
關
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
な
性
質
を
有
し
て
い
る
有
毒
な
昆
虫
、
生
物
並
び
に
そ
の

産
物
は
、
こ
の
定
義
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
c
　
李
時
に
お
い
て
民
間
の
需
要
の
み
に
用
い
ら
れ
る
＆
及
び
わ
節
に
説

朋
さ
れ
た
喬
毒
な
昆
虫
、
生
物
及
び
そ
の
産
物
の
装
置
、
機
關
及
び
重
量
は

こ
の
定
義
か
ら
除
外
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
W
　
長
距
離
砲
、
誘
導
琿
、
誘
導
地
雷

　
a
　
d
節
の
規
定
を
留
保
し
て
、
長
距
離
砲
又
び
誘
導
弾
は
、
前
職
箏
中

に
使
用
さ
れ
た
V
型
の
及
び
後
に
そ
．
の
改
修
に
よ
る
よ
う
な
兵
器
に
包
含
さ

れ
る
機
關
の
内
部
又
は
外
部
に
設
け
ら
れ
た
髪
置
又
は
仕
掛
に
よ
診
酸
射
の

時
以
後
、
そ
の
速
度
又
は
進
行
方
向
が
誘
導
さ
れ
る
よ
う
な
機
關
を
意
味
す

る
。
燃
焼
は
速
度
を
誘
導
し
う
る
仕
掛
と
参
な
さ
れ
る
。

　
b
　
d
節
の
規
定
を
留
保
し
て
、
誘
導
地
雷
は
最
近
の
職
雫
に
お
い
て
使

用
さ
れ
て
い
る
地
雷
及
び
後
に
ぞ
の
改
修
に
よ
る
よ
う
な
地
雷
を
含
み
、
外

的
な
原
因
の
み
か
ら
生
ず
る
誘
導
に
よ
つ
て
爆
裂
が
自
動
的
に
起
る
水
雷
の

如
き
も
の
を
意
味
す
る
。

　
c
　
a
及
び
b
節
の
中
に
読
明
さ
れ
た
兵
器
の
中
に
又
は
共
に
使
用
す
る

た
め
特
別
に
考
案
さ
れ
た
部
分
、
装
置
又
は
構
成
部
分
は
、
こ
の
定
義
に
含

ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
d
　
封
空
防
衛
の
た
め
の
近
距
離
砲
及
び
短
距
離
誘
導
砲
は
、
以
下
の
最

高
度
の
性
質
に
感
じ
て
こ
の
定
義
か
ら
除
外
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
砲
長
　
　
　
二
、
メ
ー
ト
ル

　
　
　
ロ
忽
幽
　
　
　
三
〇
、
セ
ン
チ
メ
置
ト
ル

緻
州
防
衛
共
同
盤
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約
、

　
　
　
　
“
速
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
六
〇
、
メ
ー
ト
ル
、
セ
コ
ン
ド

　
　
　
　
射
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
揮
罐
及
び
爆
藥
の
荷
重
の
重
量
、
ニ
ニ
・
五
、
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
v
’
小
防
衛
艦
以
外
の
軍
艦

　
　
小
防
衛
艦
以
外
の
軍
艦
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
も
の
と
了
解
す
る
。

　
　
a
　
一
五
〇
〇
ト
ン
を
超
え
る
耕
水
量
の
軍
艦

　
　
b
　
潜
水
艦

　
　
C
　
蒸
氣
機
械
、
内
燃
機
關
、
ガ
ス
穿
1
ビ
ン
又
は
反
簸
機
關
に
よ
る
以

　
外
の
推
進
機
に
よ
る
軍
艦

　
　
　
　
　
　
W
軍
用
機

　
　
こ
の
用
語
に
は
、
軍
用
機
及
び
そ
れ
を
構
成
す
る
次
の
部
晶
を
含
む
。

　
　
a
　
機
罷
”
中
心
部
の
骨
組
、
翼
の
骨
組
、
桁

　
　
b
　
反
擾
機
關
”
タ
ー
ピ
ン
コ
ム
プ
レ
ヅ
サ
r
の
廻
韓
子
、
タ
ー
ビ
ン
ヂ

　
ス
カ
ス
、
燃
撫
伍
装
置
、
排
氣
コ
ム
プ
レ
ゾ
サ
ー
の
廻
韓
子

　
　
e
　
ピ
ス
ト
ン
モ
ー
タ
ー
”
シ
ヲ
ン
ダ
！
プ
ロ
黄
ノ
ク
、
タ
『
ビ
ン
コ
ム
プ

　
レ
ヅ
サ
ー
の
廻
韓
子

　
　
　
　
　
第
脚
〇
七
條
　
乙

　
　
第
一
〇
七
條
第
三
項
の
規
定
さ
れ
た
規
則
は
、
こ
の
條
約
が
効
力
を
嚢
生

　
し
た
後
三
月
以
内
に
閣
僚
會
議
に
付
託
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
、
総
本
部
は
そ

　
れ
に
つ
い
て
免
許
を
鼠
ハ
え
る
。

　
　
　
　
　
第
一
〇
八
條

　
1
　
後
記
第
一
一
四
條
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
総
本
部
は
前
記
第
一

〇
七
條
の
附
馬
に
お
い
て
限
定
さ
れ
た
戦
雫
資
材
に
つ
い
て
、
そ
の
職
務
の
蓬

成
に
必
要
な
情
報
を
直
接
に
企
業
に
勤
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
そ

六
㎝

（
五
二
九
）



臥
州
防
衛
共
同
禮
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

れ
は
關
係
政
府
に
通
告
さ
れ
る
。

　
総
本
部
は
必
要
な
検
査
を
そ
の
機
關
に
よ
つ
て
行
う
。

　
2
　
総
本
部
の
要
求
に
よ
り
、
裁
到
所
は
第
六
七
條
に
規
定
さ
れ
た
裁
釧
所

規
程
に
定
め
ら
れ
た
條
件
で
、
こ
の
條
の
規
定
の
適
用
に
よ
つ
て
決
定
が
な
さ

れ
た
こ
ど
に
ょ
つ
て
生
ず
る
義
務
を
行
わ
な
い
叉
は
故
意
に
虚
爲
の
情
報
を
與

え
た
企
業
に
封
し
て
、
最
高
額
が
年
聞
取
引
額
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
罰
金
及
び

最
高
額
が
逞
滞
の
日
に
よ
つ
て
日
毎
取
引
額
の
五
パ
ー
セ
ソ
ト
の
科
料
を
科
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
第
醐
〇
九
條

　
諮
問
委
員
會
は
、
前
記
第
一
〇
一
條
及
び
第
一
〇
二
條
に
規
定
さ
れ
た
用
務

の
履
行
に
お
い
て
補
佐
す
る
た
め
総
本
部
の
傍
に
設
置
さ
れ
る
。
諮
問
委
員
會

は
少
く
と
も
二
〇
そ
し
て
最
大
三
四
の
構
成
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
諮
問
委
員

會
は
、
殊
に
生
産
者
の
代
表
及
び
螢
働
者
の
代
表
を
包
含
し
、
こ
の
代
表
は
、

生
産
者
代
表
と
螢
働
者
の
代
表
と
を
李
等
の
歎
と
す
る
。

　
委
員
會
は
各
締
約
國
の
國
民
を
包
含
す
る
。

　
諮
問
委
員
會
の
構
成
員
は
、
個
人
的
資
格
で
且
つ
二
年
聞
三
分
の
二
の
多
藪

に
よ
る
閣
僚
會
議
に
よ
つ
て
任
命
さ
れ
る
。
構
成
員
は
、
い
か
な
る
命
令
叉
は

指
示
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
。

　
諮
問
委
員
會
は
、
そ
の
構
成
員
の
聞
か
ら
そ
の
議
長
と
幹
部
を
任
命
し
且
つ

そ
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
諮
問
委
員
會
は
そ
の
内
部
規
則
を
定
め
る
。

　
諮
問
委
員
會
の
構
成
員
に
興
え
る
歳
費
は
、
総
本
部
の
提
案
に
も
と
づ
き
閣

瞭
會
議
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
〇
條

　
諮
問
委
員
會
は
、
軍
備
、
装
備
、
給
養
及
び
施
設
の
共
同
計
書
の
準
備
又
は

六
二

（
五
三
〇
）

實
施
に
も
と
づ
く
経
濟
的
及
び
批
會
的
性
質
の
問
題
に
關
し
て
総
本
部
と
協
議

す
る
。
総
本
部
は
、
そ
の
審
議
に
有
用
な
情
報
を
諮
問
委
員
會
に
通
告
す
る
。

　
諮
問
委
員
會
は
、
絡
本
部
の
要
求
に
ょ
り
そ
の
議
長
に
よ
つ
て
召
集
さ
れ

る
。

　
諮
問
委
員
會
の
議
決
の
議
事
録
は
、
委
員
會
の
意
見
と
同
時
に
、
総
本
部
及

ぴ
閣
僚
會
議
に
邊
達
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
嗣
條

　
総
本
部
は
、
締
約
國
の
政
府
と
協
議
し
て
締
約
國
の
脛
濟
的
資
源
の
利
用
に

關
す
る
計
畳
を
準
備
す
る
。

第
六
章
　
一
般
規
定

　
　
　
　
　
第
ニ
ニ
條

　
締
約
國
は
、
典
同
膣
の
機
關
の
決
定
並
び
に
渤
告
か
ら
生
ず
る
義
務
の
行
使

を
確
保
し
且
つ
共
同
膣
の
職
務
の
途
行
を
容
易
に
す
る
に
つ
い
て
、
適
當
な
す

べ
て
の
一
般
的
又
は
特
別
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
締
約
國
は
、
こ
の
條
約
の
規
定
と
矛
盾
す
る
い
か
な
る
手
段
を
も
と
ら
な
い

こ
と
を
約
束
す
る
。

　
　
　
　
　
第
網
＝
昌
條

　
共
同
騰
及
び
締
約
國
の
す
べ
て
の
機
關
及
び
す
べ
て
の
局
は
、
共
同
の
利
害

關
係
を
有
す
る
間
題
に
關
し
て
緊
密
に
共
同
す
る
。

　
機
關
及
び
局
は
、
後
に
取
極
に
從
つ
て
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
行
政
的
並
び

に
司
法
的
問
題
に
つ
い
て
相
互
に
援
助
を
輿
え
る
。

　
　
　
　
　
第
二
四
條



　
1
　
締
約
國
は
、
そ
の
職
務
の
途
行
に
必
要
な
す
べ
て
の
情
報
を
総
本
部
の

庭
置
に
一
任
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
総
本
部
は
、
必
要
な
瞼
査
を
行
わ
し
め

る
こ
と
を
政
府
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
本
部
の
理
由
あ
る
要
求
に

よ
つ
て
、
そ
の
機
關
は
検
査
の
實
施
に
参
與
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
閣
僚
會
議
は
、
三
分
の
二
の
多
藪
に
よ
り
前
節
の
適
用
に
關
し
て
一
般
的
指

示
を
輿
え
る
。

　
若
し
締
約
國
が
締
約
國
に
要
求
さ
れ
た
情
報
が
、
総
本
部
の
職
務
の
途
行
の

た
め
に
必
要
で
な
い
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
締
約
國
は
十
日
以
内
に
裁
判
所
に
提

訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
緊
急
に
鋼
決
さ
れ
る
。
提
訴
は
停
止
的
効
果

を
有
す
る
。

　
2
　
共
同
騰
の
機
關
、
そ
の
構
成
員
及
び
監
督
官
は
、
そ
の
性
質
上
職
務
上

の
秘
密
叉
は
軍
事
上
の
秘
密
を
含
ん
で
い
る
情
報
を
公
に
知
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
。

　
こ
の
秘
密
保
持
の
規
定
の
侵
犯
か
ら
損
害
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
裁
鋼
所
に

お
け
る
損
害
賠
償
の
訴
の
封
象
と
な
る
。

　
　
　
　
　
第
二
五
條

　
総
本
部
の
灌
限
の
枠
内
で
、
監
督
的
職
務
を
総
本
部
に
よ
つ
て
科
せ
ら
れ
た

監
督
官
は
、
締
約
國
の
領
域
に
お
け
る
個
入
の
、
公
的
叉
は
私
酌
企
業
に
封
し
、

そ
の
職
務
の
途
行
の
た
め
に
必
要
な
範
園
で
、
こ
の
國
家
の
法
に
よ
り
権
能
が

比
例
す
る
行
政
官
吏
と
同
檬
な
権
利
及
び
罐
能
を
賦
與
さ
れ
る
。
こ
の
職
務
を

科
せ
ら
れ
た
監
督
官
の
監
督
的
職
務
と
地
位
は
、
關
係
國
に
逞
滞
な
く
通
告
さ

れ
る
。

　
關
係
國
の
監
督
官
は
、
そ
の
國
家
の
要
求
叉
は
綴
本
部
の
要
求
に
よ
り
楡
査

の
實
施
に
参
與
す
る
。

　
　
　
　
歓
州
防
衛
共
同
豊
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

　
　
　
　
　
第
二
大
條

　
総
本
部
は
、
締
約
國
の
領
域
に
お
い
て
、
締
約
國
間
の
協
定
に
よ
つ
て
定
め

ら
れ
た
條
件
に
從
い
、
そ
の
職
務
の
途
行
に
つ
い
て
必
要
な
特
灌
並
び
に
冤
除

を
享
有
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
七
條

　
若
し
総
本
部
が
、
一
締
約
國
が
こ
の
條
約
に
よ
つ
て
締
約
國
に
科
せ
ら
れ
た

義
務
を
行
つ
て
い
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
総
本
部
は
こ
の
國
家
に
そ
れ
に

つ
い
て
通
告
し
且
つ
そ
の
抗
議
の
認
知
を
求
め
る
。
締
約
國
は
一
月
以
内
に
意

思
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
若
し
更
に
一
月
の
期
間
後
に
意
見
の
相
違
が
固
執
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
総

本
部
又
は
原
因
と
な
つ
て
い
る
國
は
裁
剣
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
緊
急
に
到
決
さ
れ
る
。

　
裁
到
所
の
決
定
は
閣
僚
會
議
に
通
告
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
八
條

　
共
同
膣
の
機
關
の
所
在
地
は
、
締
約
國
政
府
間
の
取
極
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ

る
。　

　
　
　
　
第
二
九
條

　
共
同
騰
の
機
關
に
よ
つ
て
使
用
さ
る
べ
き
用
語
の
規
則
は
、
軍
事
議
定
書
の

第
五
章
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
閣
瞭
會
議
の
全
會
一
致
の
決
定
に
よ
つ

て
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
｝
O
條

　
1
　
こ
の
條
約
は
、
締
約
國
の
ヨ
ー
・
ヅ
パ
の
領
域
に
適
用
さ
れ
る
。

　
2
　
閣
僚
會
議
の
全
會
の
一
致
の
同
意
に
も
と
づ
く
総
本
部
の
決
定
は
、

　
　
a
　
歓
州
防
衛
軍
の
基
本
軍
位
部
除
を
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
　
　
（
五
三
一
）



歓
州
防
衛
共
同
豊
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

る
最
高
司
令
官
の
同
意
に
よ
り
、
北
大
西
洋
條
約
第
六
條
に
規
定
さ
れ
た
地
域

で
且
つ
本
條
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
地
域
に
含
ま
れ
な
い
領
域
に
駐
留
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
b
　
共
同
膣
の
設
置
す
る
學
校
、
建
造
物
及
び
副
練
本
部
を
、
第
一
項
に

規
定
さ
れ
た
以
外
の
領
域
で
、
且
つ
本
項
a
節
に
規
定
さ
れ
た
地
域
で
並
び
に

北
同
締
線
以
北
の
ア
フ
リ
カ
に
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
3
　
左
記
事
項
の
決
定
に
關
し
て
は
、
各
締
約
國
の
憲
法
上
の
規
則
の
要
求

す
る
と
こ
ろ
に
從
い
、
議
會
の
承
認
の
後
、
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
に
よ
り
、

　
厭
州
防
衛
軍
の
基
本
部
隊
を
、
第
二
項
a
節
に
規
定
さ
れ
た
以
外
の
地
域
に

封
し
て
も
駐
留
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

．
　
共
同
膣
の
學
校
、
建
造
物
及
び
訓
練
本
部
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
b
節
に

規
定
さ
れ
た
以
外
の
地
域
に
封
し
て
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
決
定
は
北
大
西
洋
理
事
會
と
協
議
し
た
後
、
北
大
西
洋
條
約
機
構
を
所
轄

す
る
最
高
司
令
官
の
同
意
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

　
4
　
締
約
國
は
、
欧
州
防
衛
軍
に
供
給
す
る
分
遣
除
の
必
要
の
た
め
、
本
條

第
一
項
に
規
定
さ
れ
な
い
地
域
に
お
い
て
も
徴
募
す
る
灌
利
を
與
え
ら
れ
る
。

但
し
そ
の
管
轄
灌
に
馬
す
る
か
、
又
は
い
ず
れ
か
の
た
め
に
締
約
國
が
國
際
的

責
任
を
負
捲
す
る
地
域
に
限
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
嗣
二
閣
條

　
締
約
國
は
、
こ
の
條
約
と
矛
盾
す
る
い
か
な
る
國
際
約
定
に
も
加
入
し
な
い

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
一
二
條

　
締
約
國
は
、
こ
の
條
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
以
外
の
規
則
の
方
法
で
、
こ

の
條
約
の
解
繹
叉
は
適
用
に
關
す
る
紛
雫
を
解
決
す
る
た
め
締
約
國
聞
に
存
在

六
四

（
五
三
二
）

す
る
條
約
、
協
定
又
は
宣
言
に
訴
え
な
い
こ
と
を
約
東
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
菩
一
條

　
工
　
重
要
且
つ
緊
急
な
必
要
あ
る
場
合
、
閣
僚
會
議
は
一
時
的
灌
原
で
、
共

同
腱
の
機
關
叉
は
共
同
膣
の
他
の
灌
限
あ
る
組
織
に
、
共
同
騰
の
一
般
的
職
務

の
限
度
で
そ
の
事
態
に
封
庭
す
る
た
め
、
且
つ
前
記
の
目
的
の
蜜
現
を
確
保
す

る
た
め
必
要
な
灌
能
を
引
き
受
け
叉
は
授
権
す
る
。
こ
の
決
定
は
全
會
一
致
を

以
て
な
さ
れ
る
。

　
重
要
且
つ
緊
急
な
必
要
あ
る
場
合
と
は
、
前
記
第
二
條
第
三
項
に
規
定
し
た

事
情
が
存
在
す
る
か
、
同
日
付
の
締
約
國
と
連
合
王
國
と
の
條
約
に
よ
る
か
、

又
は
歓
州
防
衛
共
同
膣
の
締
約
國
と
北
大
西
洋
條
約
機
構
の
加
盟
國
間
の
相
互

援
助
に
關
す
る
附
馬
議
定
書
に
よ
る
か
、
若
し
く
は
全
會
一
致
に
よ
る
閣
僚
會

議
の
こ
の
事
態
に
つ
い
て
の
宣
言
に
よ
る
場
合
を
い
う
。

　
2
　
本
條
第
一
項
に
從
つ
て
と
ら
れ
た
假
の
措
置
は
、
緊
急
状
態
が
三
分
の

二
の
多
敷
に
よ
つ
て
閣
僚
會
議
が
宣
言
し
た
緊
急
状
態
の
終
了
の
日
に
適
用
を

や
め
る
。

　
常
態
に
お
い
て
罐
限
を
有
す
る
諸
機
關
は
、
こ
の
條
約
に
規
定
さ
れ
た
條
件

で
、
こ
の
措
置
の
實
行
の
維
持
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

　
3
　
本
條
は
、
攻
撃
に
封
庭
す
る
た
め
厭
州
防
衛
…
軍
を
活
動
さ
せ
る
こ
と
に

影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
第
闘
二
四
條

　
こ
の
條
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
総
本
部
の
決
定
叉
は
渤

告
が
共
同
膣
の
た
め
に
な
る
職
務
並
び
に
そ
の
目
的
の
實
現
を
そ
の
一
般
的
職

務
の
枠
内
で
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
決
定
叉
は
鋤

告
は
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
の
同
意
に
よ
り
與
え
る
こ
と
が
で
き
る
。



　
若
し
総
本
部
が
襲
議
し
な
い
な
ら
ば
、
閣
僚
會
づ
て
議
は
一
締
約
國
に
よ

付
託
さ
れ
、
且
つ
閣
僚
會
議
は
全
會
一
致
に
よ
つ
て
総
本
部
に
か
よ
う
な
決
定

叉
は
萄
告
を
な
す
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
た
期
聞
内
に
、
閣
僚
會
議
の
決
定
に
從
つ
て
総
本
部
が
行
動
を
と
ら
な
い
場

合
に
は
、
閣
僚
會
議
は
箪
純
な
多
敷
に
よ
つ
て
こ
の
措
置
を
と
る
権
能
を
與
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
甲
二
五
條

　
こ
の
條
約
の
適
用
の
方
法
に
つ
い
て
脛
験
が
豫
知
し
な
か
つ
た
障
害
を
示

し
、
そ
れ
が
総
本
部
の
権
能
の
行
使
に
關
す
る
規
則
の
適
當
な
修
正
の
探
澤
を

要
求
す
る
な
ら
ば
、
修
正
は
閣
僚
會
議
の
全
會
一
致
の
決
定
に
よ
つ
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
但
し
修
正
は
前
記
第
二
條
の
規
定
叉
は
総
本
部
の
灌
能
と
共
同

瞠
の
他
の
機
關
に
賦
與
さ
れ
た
権
罷
と
の
關
係
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
第
隅
二
六
條

　
各
締
約
國
の
政
府
並
び
に
総
本
部
は
、
こ
の
條
約
の
修
正
を
提
案
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
提
案
は
閣
僚
會
議
に
付
託
さ
れ
る
。
若
し
三
分
の
二
の
多
敷

に
よ
つ
て
閣
僚
會
議
が
締
約
國
の
政
府
の
代
表
よ
り
な
る
議
會
の
開
催
を
望
ま

し
い
と
す
る
場
合
に
は
、
條
約
規
定
の
提
案
さ
れ
た
修
正
を
合
意
に
よ
つ
て
決

定
す
る
た
め
、
會
議
は
閣
瞭
會
議
の
議
長
に
よ
つ
て
直
ち
に
召
集
さ
れ
る
。

　
こ
の
修
正
規
定
は
、
す
べ
て
の
締
約
國
に
よ
つ
て
そ
の
夫
々
の
憲
法
上
の
手

績
に
從
つ
て
批
准
さ
れ
た
後
、
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
　
　
　
第
剛
二
七
條

　
こ
の
條
約
の
規
定
に
お
い
て
、
「
こ
の
條
約
」
の
用
語
は
條
約
の
條
項
と
し
て

規
定
さ
れ
た
も
の
並
び
に
以
下
の
も
の
を
包
含
す
る
も
の
と
す
る
。

　
1
　
軍
事
議
定
書

歓
州
防
衛
共
同
燈
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

54，328　7　6
　
こ
の
條
約
は
、

　
鰍
州
聯
邦
若
し
く
は
國
家
連
合
の
確
立
以
前
に
、
北
大
西
洋
條
約
が
失
効
し
、

又
は
北
大
西
洋
條
約
機
構
の
組
成
が
根
本
的
攣
化
を
受
け
た
場
合
、
締
約
國
は

生
じ
た
新
ら
し
い
事
態
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
一
九
條

　
す
べ
て
の
ヨ
ー
・
ヅ
・
ハ
の
國
は
、
こ
の
條
約
へ
の
加
入
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
閣
僚
會
議
は
全
會
一
致
で
、
纏
本
部
の
賛
同
を
え
た
後
、
且
つ
全
會
一

致
に
よ
つ
て
そ
の
加
入
の
た
め
の
條
件
を
定
め
る
。
加
入
は
加
入
書
の
こ
の
條

約
の
寄
託
國
の
政
府
に
寄
託
さ
れ
た
日
に
効
力
を
叢
生
す
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
二
〇
條

　
輩
一
の
原
文
に
お
い
て
起
草
さ
れ
た
こ
の
條
約
は
、
フ
ラ
ソ
ス
共
和
國
政
府

の
記
録
に
寄
託
さ
れ
且
つ
そ
の
正
當
な
認
謹
謄
本
は
他
の
署
名
國
の
政
府
の
各

々
に
邊
達
さ
れ
る
。

　
そ
の
職
務
の
開
始
と
同
時
に
、
閣
僚
會
議
は
原
文
以
外
の
他
の
用
語
に
お
い

裁
到
議
定
書

軍
刑
法
に
關
す
る
議
定
書

財
政
議
定
書

共
同
騰
の
軍
人
及
び
民
聞
人
の
給
與
基
準
並
び
に
恩
給
灌
に
關
す
る
議

定
書

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
國
に
關
す
る
議
定
書

厭
州
防
衛
共
同
騰
と
北
大
西
洋
條
約
機
構
と
の
關
係
に
關
す
る
議
定
書

北
大
西
洋
條
約
加
盟
國
に
封
す
る
漱
州
防
衛
共
同
騰
の
締
約
國
の
援
助

義
務
に
關
す
る
議
定
書

　
　
第
＝
一
八
條

　
　
　
　
そ
の
効
力
を
護
生
し
た
日
か
ら
五
十
年
聞
有
効
で
あ
る
。

六
五

（
五
三
三
）



　
　
　
　
臥
州
防
衛
共
同
髄
を
設
立
す
る
た
め
の
條
約

て
こ
の
條
約
の
眞
正
な
本
文
を
確
定
す
る
。
相
蓮
あ
る
場
合
に
は
原
文
の
本
文

が
支
配
す
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
一
二
條

　
こ
の
條
約
は
批
准
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
且
つ
そ
の
規
定
は
各
締
約
國

の
憲
法
上
の
規
定
に
從
つ
て
實
施
さ
れ
る
。
批
准
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
國
政

府
の
記
録
に
寄
託
さ
れ
、
他
の
締
約
國
の
政
府
に
そ
の
寄
託
が
通
告
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
＝
ニ
ニ
條

　
こ
の
條
約
は
、
最
後
の
手
績
を
行
う
署
名
國
の
批
准
書
の
寄
託
の
日
に
効
力

を
護
生
る
す
。

　
す
べ
て
の
批
准
書
が
、
こ
の
條
約
の
署
名
後
六
月
の
期
間
内
に
寄
託
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
寄
託
を
な
し
た
國
家
の
政
府
は
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
彼
ら

自
身
の
聞
で
協
議
す
る
。

　
以
上
の
謹
擦
と
し
て
、
下
名
の
全
灌
委
員
は
、

を
行
い
且
つ
捺
印
を
行
つ
た
。

本
條
約
の
末
尾
に
そ
の
署
名

囲
九
五
二
年
五
月
二
十
七
日

　
　
　
パ
リ
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
置

　
　
　
　
　
　
　
ぎ
蓄
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ぜ
F
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ペ
『
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
シ
イ
デ
・
デ
・
ガ
不
ぺ
P

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
セ
フ
・
ペ
ヅ
シ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ト
ニ
ー
・
エ
ダ
ン

六
六

（
五
三
四
）

　
　
　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
本
稿
作
成
に
當
p
費
料
を
提
供
さ
れ
た
外
務
省
歓
米
局
第
四
課
長
、
法
眼
晋

作
氏
に
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
條
約
に
封
し
て
積
極
的
で
あ
つ
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
七
月
二
十
三
艮

下
院
が
他
の
署
名
國
に
先
が
け
て
臥
州
軍
條
約
批
准
法
案
を
可
決
し
、
上
院
に

同
付
さ
れ
、
ま
た
同
日
ド
イ
ツ
聯
邦
共
和
國
憲
法
裁
判
所
は
、
＋
月
こ
の
條
約

の
違
憲
問
題
を
裁
定
す
る
豫
定
と
登
表
し
た
。


